
東京都がん対策推進計画（第三次改定）評価指標一覧

分野 指標分類 # 再掲 指標 データソース
全体目標「誰一人取り残さないがん対策を推進し、全ての都民とがんの克服を目指す。」

最終アウトカム指標 000001 がんの75歳未満年齢調整死亡率（人口10万対） 国立がん研究センターがん情報サービス

000002 日常生活をがんにかかる前と同じように過ごすことができていると回答した患者（手術や薬の副作
用などはあるが、以前と同じように生活できていると回答した人を含む。）の割合 東京都がん患者調査、東京都小児がん患者調査

1. 科学的根拠に基づくがん予防・がん検診の充実
100001 がん種別年齢調整罹患率（胃・大腸・肺・乳（女性）） 全国がん登録
100002 がん種別年齢調整罹患率（肝・子宮頸部） 全国がん登録
100003 がん種別年齢調整罹患率（子宮頸部・大腸） 全国がん登録

がんのリスクの減少（がんの一次予防）に向けた取組の推進
生活習慣及び生活環境に関する取組

喫煙・受動喫煙に関する取組
アウトプット指標 111101 喫煙が健康に与える悪影響の理解促進に向けた普及啓発の取組状況（普及啓発資材の配布

部数） 東京都調べ

111102 20歳未満の方へ対する学校等教育機関と連携した喫煙の未然防止のための普及啓発の取組
状況（普及啓発資材の配布部数） 東京都調べ

111103 妊娠中の女性等向け普及啓発の取組状況　（ウェブサイト（今後再構築）閲覧数等） 東京都調べ
111104 禁煙希望者への支援等の取組に対し支援を行った区市町村数 東京都調べ
111105 禁煙希望者向け普及啓発・情報提供の取組状況（ウェブサイト（今後再構築）閲覧数等） 東京都調べ

111106 法や都条例に基づく受動喫煙対策に係る普及啓発の取組状況（啓発媒体の作成・配布部
数） 東京都調べ

111107 受動喫煙対策の取組に対し支援を行った区市町村数 東京都調べ

111108 都民に対する子供の受動喫煙対策に関する普及啓発の取組状況（ウェブサイト（今後再構
築）閲覧数等） 東京都調べ

111109 区市町村への支援により設置された公衆喫煙所箇所数（累計） 東京都調べ

111110 再掲 都民に対する子供の受動喫煙対策に関する普及啓発の取組状況（ウェブサイト（今後再構
築）閲覧数等） 東京都調べ

中間アウトカム指標 111201 20歳以上の者の喫煙率 国民生活基礎調査
111202 受動喫煙の機会を有する者の割合 受動喫煙に関する都民の意識調査

食生活や身体活動量等に関する取組
アウトプット指標 111119 普及啓発の実施状況（啓発資材配布数、ウェブサイト（今後再構築）閲覧数 等） 東京都調べ

111120 再掲 普及啓発の実施状況（啓発資材配布数、ウェブサイト（今後再構築）閲覧数 等） 東京都調べ
111121 企業等への訪問等を通じて、経営層に対する普及啓発や個別の取組支援を実施した数 東京都調べ
111122 環境の整備状況（ウェブサイト（今後再構築）へのウォーキングコースの掲載数 等） 東京都調べ
111123 区市町村が行うインセンティブを用いた健康づくりの取組と連携した取組の実施状況 東京都調べ

中間アウトカム指標 111203 野菜の１日当たりの平均摂取量（20歳以上） 国民健康・栄養調査［厚生労働省］から東京都分
を再集計

111204 果物の１日当たりの平均摂取量（20歳以上） 国民健康・栄養調査［厚生労働省］から東京都分
を再集計

111205 食塩の１日当たりの平均摂取量（20歳以上） 国民健康・栄養調査［厚生労働省］から東京都分
を再集計

111206 適正体重（BMI18.5以上25未満、65歳以上はBMI20を超え25未満）を維持している人の
割合（20歳以上）

国民健康・栄養調査［厚生労働省］から東京都分
を再集計

111207 日常生活における１日当たりの平均歩数（20歳以上） 国民健康・栄養調査［厚生労働省］から東京都分
を再集計

111208 日常生活における１日あたりの平均歩数が6,000歩未満（65歳以上は4,000歩未満）の者
の割合（20歳以上）

国民健康・栄養調査［厚生労働省］から東京都分
を再集計

111209 生活習慣病のリスクを高める量を飲酒している人の割合（１日当たりの純アルコール摂取量が男
性40g以上、女性20g以上の人の割合）（20歳以上） 健康に関する世論調査

感染症に起因するがんの予防に関する取組
アウトプット指標 112101 B型肝炎ワクチン定期接種の実施率（実施実人員／対象人員） 東京都衛生統計年報

112102 ウイルス肝炎に関する正しい知識の理解促進や受検勧奨の取組状況（啓発媒体の作成・配布
部数） 東京都調べ

112103 医療提供体制整備の実施状況（地域連携パス登録者数） 東京都調べ
112104 患者や家族等に対する支援の実施状況（肝炎コーディネーター養成者数） 東京都調べ

112105 ＨＰＶワクチンの定期接種及びキャッチアップ接種に係る接種者数及び実施率
※実施率は定期接種のみ

ヒトパピローマウイルス感染症の予防接種実施状況に
関する調査

112106 男性へのＨＰＶワクチン接種支援を行った区市町村数 東京都調べ

112107 都民への子宮頸がんに関する普及啓発の実施状況（リーフレット・インターネット等の各種媒体の
活用 等） 東京都調べ

中間アウトカム指標 112201 肝がんの年齢調整罹患率 全国がん登録

112202 ＨＰＶワクチンの定期接種に係る接種者数及び実施率 ヒトパピローマウイルス感染症の予防接種実施状況に
関する調査

112203 ＨＰＶワクチンのキャッチアップ接種に係る接種者数 ヒトパピローマウイルス感染症の予防接種実施状況に
関する調査

がんの早期発見（がんの二次予防）に向けた取組の推進
がん検診の受診率向上に関する取組の推進

アウトプット指標 121101 受診率向上に向けた効果的な取組に対し技術的支援を行った区市町村数 東京都調べ
121102 受診率向上に向けた効果的な取組に対し財政的支援を行った区市町村数 東京都調べ
121103 職域での検診実施や受診率向上に対する支援の実施状況（研修等の開催回数 等） 東京都調べ

121104 都民への普及啓発の実施状況（広域的なキャンペーン、リーフレット・インターネット等の各種媒
体の活用 等） 東京都調べ

121105 再掲 都民への普及啓発の実施状況（広域的なキャンペーン、リーフレット・インターネット等の各種媒
体の活用 等） 東京都調べ

中間アウトカム指標 121201 がん検診受診率 健康増進法に基づくがん検診の対象人口率等調査

分野別アウトカム指標
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分野 指標分類 # 再掲 指標 データソース
科学的根拠に基づくがん検診の実施及び質の向上に関する取組の推進

アウトプット指標 122101 技術的指針や東京都生活習慣病管理指導協議会での評価を踏まえた助言指導などの技術的
支援を行った区市町村数 東京都調べ

122102 検診実施内容の見直し、症例検討会の開催などの取組に対する財政的支援を行った区市町村
数 東京都調べ

122103 精密検査対象者の検診結果を把握し、未受診者に効果的な受診勧奨ができる体制整備や、
精密検査受診率向上の取組に対して技術的支援を行った区市町村数 東京都調べ

122104 再掲 精密検査対象者の検診結果を把握し、未受診者に効果的な受診勧奨ができる体制整備や、
精密検査受診率向上の取組に対して財政的支援を行った区市町村数 東京都調べ

122105 がん検診実施機関に対する支援の実施状況（研修等の開催回数 等） 東京都調べ
122106 職域におけるがん検診の実態把握の実施状況（調査の実施 等） 東京都調べ
122107 職域に対するがん検診の適切な実施等に関する支援の実施状況（研修等の開催回数 等） 東京都調べ

中間アウトカム指標 122201 全ての区市町村で科学的根拠に基づくがん検診の実施 東京都がん検診精度管理評価事業
122202 がん検診精密検査受診率 東京都がん検診精度管理評価事業

２．患者本位で持続可能ながん医療の提供
分野別アウトカム指標 200001 がんの診断・治療全体の総合評価（平均点） 国立がん研究センター患者体験調査

（都道府県別集計）

200002 死亡前１か月間の療養生活について、望んだ場所で過ごすことができた患者の割合 国立がん研究センター遺族調査
（都道府県別集計）

200003 再掲 日常生活をがんにかかる前と同じように過ごすことができていると回答した患者（手術や薬の副作
用などはあるが、以前と同じように生活できていると回答した人を含む。）の割合 東京都がん患者調査

200004 小児がん患者のがんの診断・治療全体の総合評価（平均点） 東京都小児がん患者調査

200005 若年がん患者のがんの診断・治療全体の総合評価（平均点） 国立がん研究センター患者体験調査
（都道府県別集計）

200006 再掲 がんの診断・治療全体の総合的評価（平均点） 国立がん研究センター患者体験調査
（都道府県別集計）

がん医療提供の充実
拠点病院等（成人・小児）における医療提供体制の充実

基本的な集学的治療提供体制の整備
アウトプット指標 211101 整理した役割分担を周知する東京都がんポータルサイトのページ（今後制作）の閲覧数

※役割分担の整理・紹介の在り方については、都道府県協議会と連携し、引き続き検討 東京都がんポータルサイト

211102 東京都がん診療連携拠点病院機能強化事業補助実績（施設数） 東京都調べ
211103 地域がん診療病院機能強化事業補助実績（施設数） 東京都調べ
211104 がん診療連携拠点病院（都指定）機能強化事業補助実績（施設数） 東京都調べ
211105 がん診療施設施設設備整備費補助実績（施設数） 東京都調べ
211106 東京都がん診療連携協議会研修部会が企画する研修の開催回数・参加人数 東京都調べ
211107 東京都小児・AYA世代がん診療連携協議会が企画する症例検討会・勉強会の開催回数 東京都調べ

211108 小児がん地域連携推進研修会（東京都小児・AYA世代がん診療連携推進事業）の参加人
数 東京都調べ

211109 小児がんやAYA世代がんに関する普及啓発を行う東京都がんポータルサイトのページ（今後制
作）の閲覧数 東京都がんポータルサイト（新規項目）

中間アウトカム指標
211201

「がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針」（Ⅰ３(2)①ア〜ケ）において、拠点病院間
での役割分担の整理を求められている事項のうち、役割分担の整理・明確化を完了した項目の
数

がん診療連携拠点病院現況報告書

211202 希少がん患者の初診から診断までの時間、診断から治療開始までの時間 国立がん研究センター患者体験調査
（都道府県別集計）

211203 「がん」と診断されるまでに４か所以上の医療機関に受診した小児がん患者の割合 東京都小児がん患者調査
手術療法・放射線療法・薬物療法

アウトプット指標 211110 整理した役割分担を周知する東京都がんポータルサイトのページ（今後制作）の閲覧数 東京都がんポータルサイト
中間アウトカム指標

211204
「がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針」（Ⅰ３(2)①ア〜ウ）において、拠点病院間
での役割分担の整理を求められている事項のうち、役割分担の整理・明確化を完了した項目の
数

がん診療連携拠点病院現況報告書

がんゲノム医療
アウトプット指標 211111 がんゲノム医療に関する情報提供を行う東京都がんポータルサイトのページの閲覧数 東京都がんポータルサイト

211112 がんゲノム医療中核拠点病院等に関する東京都がんポータルサイトのページの閲覧数 東京都がんポータルサイト
中間アウトカム指標 211205 がんゲノム医療について「内容まで知っている」と回答した都民の割合 都民意識調査

211206 がん遺伝子パネル検査に関するエキスパートパネルで検討した症例数 がんゲノム医療中核拠点病院等現況報告書
希少がん・難治性がん

アウトプット指標 211113 整理した役割分担を周知する東京都がんポータルサイトのページ（今後制作）の閲覧数 東京都がんポータルサイト
211114 希少がんに関する東京都がんポータルサイトのページ（今後作成）の閲覧数 東京都がんポータルサイト

中間アウトカム指標 211207 希少がん患者の初診から診断までの時間、診断から治療開始までの時間 国立がん研究センター患者体験調査
（都道府県別集計）

支持療法
アウトプット指標 211115 東京都周術期口腔ケア推進事業における研修会の参加人数 東京都調べ

211116 研修修了者のいる歯科医療機関の情報を案内する東京都がんポータルサイトのページの閲覧回
数 東京都がんポータルサイト

211117 提供体制を周知する東京都がんポータルサイトのページ（今後制作）の閲覧数 東京都がんポータルサイト
中間アウトカム指標 211208 治療に伴う副作用・合併症・後遺症について苦痛を感じている患者の割合 東京都がん患者調査（新規項目）

がんのリハビリテーション
アウトプット指標 211118 がんのリハビリテーションに係る業務に携わる専門的な知識および技能を有する理学療法士・作業

療法士・言語聴覚士が各１名以上配置されている拠点病院等（成人）の数 現況報告

中間アウトカム指標 211209 外来及び緩和ケア病棟において、リハビリテーションを「必要に応じて実施している」と回答した拠点
病院等（成人・小児）の割合 東京都がん医療施設等調査

患者が納得して治療を受けるための適切な情報提供
アウトプット指標 211119 セカンドオピニオンに関する情報を案内する東京都がんポータルサイトのページの閲覧回数 東京都がんポータルサイト
中間アウトカム指標 211210 セカンドオピニオンに関して医師からの説明を受けなかった患者の割合 東京都がん患者調査
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分野 指標分類 # 再掲 指標 データソース
地域の医療機関におけるがん医療提供体制の充実

拠点病院等（成人・小児）との連携推進
アウトプット指標 212101 東京都がん診療連携拠点病院機能強化事業における「地域がん診療連携推進事業」の実施

医療圏数 東京都調べ

212102 東京都入退院時連携強化研修の受講者数 東京都調べ
中間アウトカム指標 212201 再掲 東京都がん診療連携拠点病院機能強化事業における「地域がん診療連携推進事業」の実施

医療圏数 東京都調べ

在宅医療の推進
アウトプット指標 212103 在宅療養を支える仕組みに関する東京都がんポータルサイトのページの閲覧数 東京都がんポータルサイト

212105 地域に向けて在宅医療を担う人材育成を実施している国拠点病院の数 東京都がん医療施設等調査
212106 東京都小児・AYA世代がん診療連携協議会における、在宅医療に関連する研修の実施回数 東京都調べ
212107 在宅医療参入促進セミナー（在宅参入促進事業）の参加人数 東京都調べ
212108 緩和ケア研修会の修了者数（拠点病院等以外所属） 東京都調べ

中間アウトカム指標 212202 再掲 死亡前１か月間の療養生活について、望んだ場所で過ごすことができた患者の割合 国立がん研究センター遺族調査
（都道府県別集計）

212203 周術期口腔ケアについて「聞いたことがあり、内容も知っている」と回答した施設・事業所の割合 東京都がん医療施設等調査
がんと診断された時からの切れ目のない緩和ケアの提供

都内の緩和ケアの提供体制の充実
拠点病院等（成人・小児）における取組

アウトプット指標 221101 緩和ケア研修修了者数 東京都調べ

221102 がん患者指導管理料（※医師、看護師又は公認心理師が患者の心理的負担軽減のため面
接実施）の算定件数 NDB

221103 緩和ケア診療加算（※緩和ケアチームによる入院患者への診療実施）の算定件数 NDB
221104 外来緩和ケア管理料（※緩和ケアチームによる外来患者への診療実施）の算定件数 NDB
221105 緩和ケアチームの新規介入患者数 現況報告
221106 緩和ケア外来の年間新規診療患者数（※自施設でがん診療を受けている患者） 現況報告

221107 緩和ケア外来への地域の医療機関からの年間新規紹介患者数（※緩和ケア外来受診まで自
施設でがん診療を受けていなかった患者） 現況報告

221108 がん相談支援センター年間の相談総件数 現況報告
221109 医療用麻薬消費量（都道府県別集計、モルヒネ換算合計） 厚労省提供データ

221110 神経ブロックの実施数（L101-神経ブロック(神経破壊剤又は高周波凝固法使用)-腹腔神経
叢ブロック(神経破壊剤又は高周波凝固法使用)の件数） NDB

221111 緩和的放射線照射の実施数（ M001-3(直線加速器による放射線治療)の2（1以外の場
合）の件数） NDB

221112 がん患者指導管理料イ（※医師が看護師と共同して診療方針等について話し合い、その内容
を文書等により提供）の算定件数 NDB

221113 再掲 がん患者指導管理料イ（※医師が看護師と共同して診療方針等について話し合い、その内容
を文書等により提供）の算定件数 NDB

221114 在宅療養を支える仕組みや在宅で受けられる緩和ケアに関する東京都がんポータルサイトのペー
ジ（今後制作）の閲覧数 東京都がんポータルサイト

221115 拠点病院等１施設当たりの緩和ケアに関する地域連携推進のための多施設合同会議の開催
数 現況報告

221116 都内の緩和ケア提供体制に関する東京都がんポータルサイトのページ（今後制作）の閲覧数 東京都がんポータルサイト
中間アウトカム指標 221201 身体的な痛みや精神的な辛さなどの状態を把握するための問診表への記入や問診への回答を

依頼されたことはないと回答した患者の割合 東京都がん患者調査

221202 身体の痛みや不快な症状について、医療従事者に伝えた後、対応があり改善したと回答した患
者の割合 東京都がん患者調査

221203 心のつらさについて、医療従事者に伝えた後、対応があり改善したと回答した患者の割合 東京都がん患者調査
221204 社会的な問題について、医療従事者に伝えた後、対応があり改善したと回答した患者の割合 東京都がん患者調査

221205 「身体的なつらさがある時に、すぐに医療スタッフに相談できますか」の問に対して 「とてもそう思う」
「ある程度そう思う」と回答した患者の割合

国立がん研究センター患者体験調査（都道府県別
集計）

221206 「心のつらさがある時に、すぐに医療スタッフに相談できますか」の問に対して 「とてもそう思う」「ある
程度そう思う」と回答した患者の割合

国立がん研究センター患者体験調査（都道府県別
集計）

221207 死亡前１か月間の療養生活について、痛みが少なく過ごせた患者の割合 国立がん研究センター遺族調査（都道府県別集
計）

221208 死亡前１か月間の療養生活について、からだの苦痛が少なく過ごせた患者の割合 国立がん研究センター遺族調査（都道府県別集
計）

221209 死亡前１か月間の療養生活について、おだやかな気持ちで過ごせた患者の割合 国立がん研究センター遺族調査（都道府県別集
計）

221210 診断時の緩和ケアとして、緩和ケアチームへのつなぎを行っていると回答した指定病院の割合 東京都がん医療施設等調査

221211 診断時の緩和ケアとして、認定看護師等の同席によるケアを行っていると回答した指定病院の割
合 東京都がん医療施設等調査

221212 診断時の緩和ケアとして、つらさのスクリーニングを行っていると回答した指定病院の割合 東京都がん医療施設等調査

221213 診断時の緩和ケアとして、がん相談支援センターを患者へ紹介していると回答した指定病院の割
合 東京都がん医療施設等調査

221214 拠点病院等と日頃から地域連携していると回答した在宅療養支援診療所の割合 東京都がん医療施設等調査

221215 拠点病院等と日頃から地域連携していると回答した地域連携薬局及び専門医療機関連携薬
局の割合 東京都がん医療施設等調査

221216 拠点病院等と日頃から地域連携していると回答した訪問看護ステーションの割合 東京都がん医療施設等調査

221217 拠点病院の緩和ケア専門医等による専門的緩和ケアのアドバイスについて、必要な時に受けてい
ると回答した在宅療養支援診療所の割合 東京都がん医療施設等調査

221218 拠点病院の緩和ケア専門医等による専門的緩和ケアのアドバイスについて、必要な時に受けてい
ると回答したがん性疼痛緩和指導管理料算定病院の割合 東京都がん医療施設等調査
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分野 指標分類 # 再掲 指標 データソース
拠点病院等（成人・小児）以外の病院における緩和ケアの推進

アウトプット指標 221117 再掲 緩和ケア研修修了者数 東京都調べ

221118 再掲 がん患者指導管理料（※医師、看護師又は公認心理師が患者の心理的負担軽減のため面
接実施）の算定件数 NDB

221119 再掲 緩和ケア診療加算（※緩和ケアチームによる入院患者への診療実施）の算定件数 NDB
221120 再掲 外来緩和ケア管理料（※緩和ケアチームによる外来患者への診療実施）の算定件数 NDB
221121 再掲 医療用麻薬消費量（都道府県別集計、モルヒネ換算合計） 厚労省提供データ

221122 再掲 神経ブロックの実施数（L101-神経ブロック(神経破壊剤又は高周波凝固法使用)-腹腔神経
叢ブロック(神経破壊剤又は高周波凝固法使用)の件数） NDB

221123 再掲 緩和的放射線照射の実施数（ M001-3(直線加速器による放射線治療)の2（1以外の場
合）の件数） NDB

221124 緩和ケア外来に関する東京都がんポータルサイトのページ（今後制作）の閲覧数 東京都がんポータルサイト
221125 地域の病院における緩和ケア提供体制に関する東京都がんポータルサイトのページの閲覧数 東京都がんポータルサイト

221126 再掲 がん患者指導管理料イ（※医師が看護師と共同して診療方針等について話し合い、その内容
を文書等により提供）の算定件数 NDB

221127 がん相談支援センターの新規相談件数（自施設の患者・家族以外の患者・家族・地域住民等
による相談） 現況報告

221128 緩和ケア外来への地域の医療機関からの年間受診延べ数（※緩和ケア外来受診まで自施設
でがん診療を受けていなかった患者） 現況報告

中間アウトカム指標 221219 がん診療に携わるすべての医療従事者により、初診時から一貫して緩和ケアを提供できている、ど
ちらかといえばできていると回答したがん性疼痛緩和指導管理料算定病院の割合 東京都がん医療施設等調査

221220 診断時の緩和ケアとして、緩和ケアチームへのつなぎを行っていると回答したがん性疼痛緩和指導
管理料算定病院の割合 東京都がん医療施設等調査

221221 診断時の緩和ケアとして、認定看護師等の同席によるケアを行っていると回答したがん性疼痛緩
和指導管理料算定病院の割合 東京都がん医療施設等調査

221222 診断時の緩和ケアとして、つらさのスクリーニングを行っていると回答したがん性疼痛緩和指導管理
料算定病院の割合 東京都がん医療施設等調査

緩和ケア病棟における緩和ケアの推進
アウトプット指標 221129 東京都緩和ケア病棟施設設備整備費補助実績（施設・設備） 東京都調べ

221130 緩和ケア病棟に関する東京都がんポータルサイトのページの閲覧数 東京都がんポータルサイト
在宅緩和ケアの推進

アウトプット指標 221131 再掲 拠点病院等１施設当たりの緩和ケアに関する地域連携推進のための多施設合同会議の開催数 現況報告
中間アウトカム指標 221223 自施設では、７〜９割以上のがん患者の緩和ケアに対応できていると回答した在宅療養支援

診療所の割合 東京都がん医療施設等調査

221224 自施設では、７〜９割以上のがん患者の緩和ケアに対応できていると回答した地域連携薬局
及び専門医療機関連携薬局の割合 東京都がん医療施設等調査

221225 自施設では、７〜９割以上のがん患者の緩和ケアに対応できていると回答した訪問看護ステー
ションの割合 東京都がん医療施設等調査

緩和ケアに係る人材育成の充実・強化
アウトプット指標 222101 緩和ケア研修会の修了者数（都内の拠点病院等所属・拠点病院等以外所属） 東京都調べ

222102 都主催の緩和ケアに関する研修会の実施回数及び参加人数 東京都調べ
222103 緩和ケアに関する研修情報の東京都がんポータルサイトの掲載回数 東京都調べ
222104 緩和ケア研修会に関する東京都がんポータルサイトのページの閲覧数 東京都調べ
222105 東京都がん看護専門看護師等資格取得支援事業補助実績 東京都調べ

中間アウトカム指標 222201 がん治療に携わる医師について、緩和ケアに関する知識・技術が充足している、やや充足している
と回答したがん性疼痛緩和指導管理料算定病院の割合 東京都がん医療施設等調査

222202 医師について、緩和ケアに関する知識・技術が充足している、やや充足していると回答した在宅療
養支援診療所の割合 東京都がん医療施設等調査

222203 看護師について、緩和ケアに関する知識・技術が充足している、やや充足していると回答したがん
性疼痛緩和指導管理料算定病院の割合 東京都がん医療施設等調査

222204 看護師について、緩和ケアに関する知識・技術が充足している、やや充足していると回答した訪問
看護ステーションの割合 東京都がん医療施設等調査

222205 医療ソーシャルワーカーについて、緩和ケアに関する知識・技術が充足している、やや充足している
と回答したがん性疼痛緩和指導管理料算定病院の割合 東京都がん医療施設等調査

222206 薬剤師について、緩和ケアに関する知識・技術が充足している、やや充足していると回答したがん
性疼痛緩和指導管理料算定病院の割合 東京都がん医療施設等調査

222207 薬剤師について、緩和ケアに関する知識・技術が充足している、やや充足していると回答した地域
連携薬局及び専門医療機関連携薬局の割合 東京都がん医療施設等調査

都民の緩和ケアに関する正しい理解の促進
アウトプット指標 223101 都民向けがん相談支援センター啓発動画の再生回数 東京都調べ
中間アウトカム指標 223201 緩和ケアのイメージについて「がんと診断された時から受けられるものである」と回答した都民の割合 都民意識調査

223202 緩和ケアのイメージについて「がんが進行し、治療ができなくなった場合の最後の手段である」と回
答した都民の割合 都民意識調査

223203
緩和ケアのイメージについて「がんの治療などによる身体の痛みだけでなく、不安などの精神的苦痛
や、医療費・仕事などに関する社会的苦痛による痛みや辛さを軽減することである」と回答した都
民の割合

都民意識調査

223204 緩和ケアのイメージについて「抗がん剤や放射線の治療などができなくなった時期から始める、痛み
などの苦痛を和らげるためのケア」と回答した患者の割合 東京都がん患者調査

223205 緩和ケアの内容や範囲について説明を受けたことがあると回答した患者の割合 東京都がん患者調査
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分野 指標分類 # 再掲 指標 データソース
小児・ＡＹＡ世代のがん医療に特有の事項

ＡＹＡ世代のがん患者に関する事項
中間アウトカム指標 232201 AYA 支援チームについて「設置されている」と回答した指定病院の割合 東京都がん医療施設等調査

232202 AYA 支援チームについて「知っている」と回答した患者の割合 東京都がん患者調査
小児・ＡＹＡ世代のがん患者に共通する事項

長期フォローアップの推進
アウトプット指標 233101 小児がん経験者に対する成人後の長期フォローアップの実施状況について、「実施していない」と

回答した指定病院の数
東京都がん
医療施設等調査

233102 長期フォローアップに関する情報を掲載する東京都がんポータルサイトのページ（今後制作）の閲
覧数 東京都がんポータルサイト

中間アウトカム指標 233201 小児がん経験者に対する成人後の長期フォローアップの実施状況について、「実施していない」と
回答した指定病院の割合

東京都がん
医療施設等調査

233202 長期フォローアップの必要性について「知っている」と回答したがん患者の割合 東京都がん患者調査（新規項目）
東京都小児がん患者調査（新規項目）

生殖機能温存療法実施体制の充実
アウトプット指標 233104 東京都がん・生殖医療連携ネットワークによる研修会・セミナー等の回数・参加人数 東京都調べ
中間アウトカム指標 233203 生殖機能の温存療法について説明を受けた患者の割合 東京都がん患者調査

高齢者のがん医療に特有の事項
医療・介護関係者による連携の推進

アウトプット指標 241101 がんの在宅医療に対応可能な医療機関の情報等を掲載する東京都がんポータルサイトのページ
の閲覧回数 東京都がんポータルサイト

中間アウトカム指標 241201 がんの診断・治療全体の総合的評価（平均点） 国立がん研究センター患者体験調査
（都道府県別集計）

意思決定支援の推進
アウトプット指標 241102 ACPに関する研修の開催回数・参加人数 東京都調べ
中間アウトカム指標 241202 患者と医師間で最期の療養場所に関する話し合いがあったと回答した人の割合 国立がん研究センター遺族調査

（都道府県別集計）
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分野 指標分類 # 再掲 指標 データソース
３. がんとともに尊厳を持って安心して暮らせる地域共生社会の構築

分野別アウトカム指標 300001 精神心理的苦痛を抱えるがん患者の割合 国立がん研究センター患者体験調査
（都道府県別集計）

300002 必要な情報を十分に得られていると感じる患者（小児がんにおいては保護者）の割合 東京都がん患者調査（新規項目）
東京都小児がん患者調査（新規項目）

300003 がん罹患後も仕事を継続している患者の割合 東京都がん患者調査

300004 再掲 精神心理的苦痛を抱えるがん患者の割合 国立がん研究センター患者体験調査
（都道府県別集計）

300005 再掲 日常生活をがんにかかる前と同じように過ごすことができていると回答した患者（手術や薬の副作
用などはあるが、以前と同じように生活できていると回答した人を含む。）の割合 東京都小児がん患者調査

300006 現在自分らしい日常生活を送れていると感じるがん患者の割合 国立がん研究センター患者体験調査
（都道府県別集計）

300007 再掲 日常生活をがんにかかる前と同じように過ごすことができていると回答した患者（手術や薬の副作
用などはあるが、以前と同じように生活できていると回答した人を含む。）の割合 東京都がん患者調査

相談支援の充実
がん相談支援センターについて

がん相談支援センターへのつなぎの推進
アウトプット指標 311101 外来初診時から治療開始までの間に、医療者（医師・看護師・事務職等）から患者・家族にが

ん相談支援センターの案内を行っている拠点病院等（成人・小児）の数 現況報告

311102 院内スタッフに対してがん相談支援センターの周知を行っている拠点病院等（成人・小児）の数 東京都がん医療施設等調査（新規項目）
311103 都からがん相談支援センターの広報資材を展開した医療機関数（拠点病院等を除く） 東京都調べ
311104 がん相談支援センターにおける自施設以外の患者・家族等の相談件数 現況報告
311105 がん相談支援センターを案内する東京都がんポータルサイトのページの閲覧数 東京都がんポータルサイト
311106 がん相談支援センターを案内する東京都公式SNSへの投稿数及びインプレッション数 東京都公式SNS

中間アウトカム指標 311201 病状や療養に関することについて、家族、がん相談支援センター、医療者、ピア・サポーター、患者
団体等、誰かに「相談できた」と回答した患者の割合 東京都がん患者調査

311202 がん相談支援センターが病院内にあることを知っている患者の割合 東京都がん患者調査
がん相談支援センターの質の向上

アウトプット指標 311107 東京都がん診療連携協議会による相談員向けの研修開催回数・参加人数 東京都調べ
311108 東京都小児・AYA世代がん診療連携協議会における相談員向けの研修実施回数・人数 東京都調べ
311109 AYA世代がん相談情報センターでの相談件数 東京都調べ

中間アウトカム指標 311203 がん相談支援センターを利用したことがあり、「今後も利用したい」と回答した患者の割合 東京都がん患者調査
多様な相談ニーズへの対応

アウトプット指標 311110 多様なニーズに対応できる相談窓口を案内する東京都公式SNSへの投稿数及びインプレッション
数 東京都公式SNS

中間アウトカム指標 311204 休日及び夜間における相談件数 機能強化事業実績報告書

311205 オンラインでの相談支援について「実施している（患者へ周知・広報している）」と回答した拠点
病院等（成人・小児）の割合 東京都がん医療施設等調査

患者団体・患者支援団体
アウトプット指標 312101 掲載している患者団体等の数 東京都がんポータルサイト

312102 東京都がんポータルサイトへのイベント情報（開催日・開催場所等）の掲載件数 東京都がんポータルサイト
中間アウトカム指標 312201 患者団体等が開催するイベントについて「参加したいと思っているが、参加したことはない」「存在を

知らなかった」と回答した患者の割合 東京都がん患者調査

ピア・サポート及び患者サロン
アウトプット指標 313101 ピア・サポーター養成研修の修了者数 東京都調べ

313102 東京都がんポータルサイトへのピア・サポート及び患者サロンの開催情報の掲載件数 東京都がんポータルサイト
中間アウトカム指標 313201 ピア・サポートについて「受けたいと思っているが、受けたことはない」「存在を知らない」と回答した患

者の割合 東京都がん患者調査

313202 患者サロンについて「参加したいと思っているが、参加したことはない」「存在を知らなかった」と回答
した患者の割合 東京都がん患者調査

情報提供の充実
情報提供の充実・強化

アウトプット指標 321101 SNSを利用した広報の実施回数 東京都調べ

321102 東京都がんポータルサイトと相互リンクをしている拠点病院等（成人・小児）及び患者団体等の
ウェブサイトの数 東京都調べ

中間アウトカム指標 321201 東京都がんポータルサイトについて「見たことがある」と回答した患者の割合 東京都がん患者調査

321202 東京都がんポータルサイトについて、医療機関の選択や療養上の悩みの解決、がんに対する理解
の促進に「役立った」と回答した患者の割合 東京都がん患者調査（新規項目）

東京都がん診療連携協議会及び小児がん拠点病院との連携
中間アウトカム指標 322202 再掲 東京都がんポータルサイトについて、医療機関の選択や療養上の悩みの解決、がんに対する理解

の促進に「役立った」と回答した患者の割合 東京都がん患者調査（新規項目）

科学的根拠に乏しい情報への注意喚起
アウトプット指標 323101 東京都がんポータルサイト及びSNSによる注意喚起のインプレッション数 東京都調べ
中間アウトカム指標 323201 がんの新しい治療法に関する情報の中には、十分な科学的根拠がなく、注意を要するものがある

と思う人の割合 都民意識調査（新規項目）

様々な背景を有する人への情報提供
アウトプット指標 324101 再掲 がん相談支援センターを案内する東京都がんポータルサイトのページの閲覧数 東京都がんポータルサイト

社会的な問題への対策（サバイバーシップ支援）
治療と仕事の両立支援

患者及び家族に対する支援
アウトプット指標 331101 都による発信に対するインプレッション数 東京都調べ

331102 外来初診時から治療開始までの間に、医療者（医師・看護師・事務職等）から患者・家族にが
ん相談支援センターの案内を行っている拠点病院等（成人・小児）の数 現況報告

331103 がん患者・がん経験者の就職活動を支援する資材等を紹介する東京都がんポータルサイトのペー
ジ（今後制作）の閲覧数 東京都がんポータルサイト

331104 がん相談支援センターにおける経済的な課題の相談件数 現況報告
中間アウトカム指標 331201 退職したがん患者のうち、がん治療の開始前までに退職した者の割合 国立がん研究センター患者体験調査（都道府県別

集計）
331202 がんに罹患した後の収入の状況について「減った」と回答した患者の割合 東京都がん患者調査
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分野 指標分類 # 再掲 指標 データソース
職場における支援の推進

アウトプット指標 331105 企業向けセミナーの参加者数 東京都調べ
331106 再掲 企業向けセミナーの参加者数 東京都調べ
331107 難病・がん患者就業支援奨励金助成件数 東京都調べ
331108 企業向け映像教材の再生回数 東京都調べ
331109 再掲 企業向けセミナーの参加者数 東京都調べ
331110 再掲 企業向けセミナーの参加者数 東京都調べ
331111 再掲 企業向けセミナーの参加者数 東京都調べ

中間アウトカム指標 331203 病気の治療と仕事の両立に関する取組の実施状況について、「実施している」と回答した企業の
割合 東京都がん医療施設等調査

331204 （職場において）「がんに罹患しても就労を続けることができると思えるような方針が示されていた
り、具体的な取組がなされていた（いる）」と回答した患者の割合 東京都がん患者調査

331205 がんになっても治療しながら働くことが可能であるかという質問に、「そう思う」「多少思う」と回答した
都民の割合 東京都がん患者調査

331206 病気を抱えた従業員の復職や就労継続にあたり、過去半年の間に、診断書や主治医意見書の
入手等を行った企業の割合 東京都がん医療施設等調査

医療機関における支援の推進
アウトプット指標 331112 就労の専門家による相談会の開催回数 がん診療連携拠点病院現況報告書

331113 再掲 がん相談支援センターを案内する東京都がんポータルサイトのページの閲覧数 東京都がんポータルサイト
331114 両立支援コーディネーターによる事例検討会の開催回数・参加人数 東京都調べ

中間アウトカム指標 331207 治療計画の策定にあたり、就労の継続に係る意向の確認を受けた患者の割合 東京都がん患者調査

331208 自身の病状や見通し、治療スケジュール等について、十分に理解できていると思うと回答した患者
（主に30 歳代以上）の割合 東京都がん患者調査

331209 国拠点病院のがん相談支援センターにおける就労に関する相談件数 がん診療連携拠点病院現況報告書
就労以外の社会的な問題への対応

アピアランスケアの推進
アウトプット指標 332101 がん患者アピアランスケア支援事業の事業実績（区市町村数・助成件数） 東京都調べ

332102 東京都がんポータルサイトにおけるアピアランスケアに関するイベント情報の掲載回数 東京都がんポータルサイト
332103 がん相談支援センターにおけるアピアランスケアに関する相談件数 がん診療連携拠点病院現況報告書

中間アウトカム指標 332201 アピアランスケアについて「受けたいと思っているが、受けたことはない」と回答した患者の割合 東京都がん患者調査
生殖機能温存に関する取組の推進

アウトプット指標 332104 若年がん患者等生殖機能温存治療費助成事業における助成件数 東京都調べ
332105 がん相談支援センターにおける「妊孕性・生殖機能」に関する相談件数 がん診療連携拠点病院現況報告書
332106 生殖機能温存療法に係る市民公開講座の開催回数・参加人数 東京都調べ

中間アウトカム指標 332202 生殖機能の温存療法について説明を受けた患者の割合 東京都がん患者調査
がん患者の自殺防止

アウトプット指標 332107 がん相談支援センターにおける「生きがい・価値観」「不安・精神的苦痛」に関する相談件数 がん診療連携拠点病院現況報告書
332108 自殺リスクに関する研修を実施している拠点病院等の割合 がん診療連携拠点病院現況報告書

ライフステージに応じた患者・家族支援
小児・ＡＹＡ世代

在宅療養支援
アウトプット指標 341101 若年がん患者在宅療養支援事業の事業実績（区市町村数・助成件数） 東京都調べ
中間アウトカム指標 341201 在宅療養中において改善が必要なものとして、「自身が介護を受けられる環境」「在宅療養に必

要な設備」と回答したAYA 世代の患者の割合 東京都がん患者調査

教育機会の保障
341102 病弱教育支援員の派遣回数 東京都調べ

341103 入院中の学習継続方法や受けることのできる支援を紹介する東京都がんポータルサイトのページ
（今後制作）の閲覧数 東京都がんポータルサイト

中間アウトカム指標 341202 復学後に困ったこととして、「勉強不足により授業についていけない（いけなかった）」と回答した保
護者の割合 東京都小児がん患者調査

きょうだいへの支援
中間アウトカム指標 341203 兄弟（姉妹）から、生活する上や心理面での不安を「あまり感じなかった」「全く感じなかった」と回

答した保護者の割合 東京都小児がん患者調査

子育て中の患者及び家族への支援
アウトプット指標 341104 子育て中の患者・家族への支援を紹介する東京都がんポータルサイトのページ（今後制作）の

閲覧数 東京都がんポータルサイト

341105 患者団体等が実施する、子供を抱える同世代のがん患者との交流等の取組を紹介する東京都
がんポータルサイトのページ（今後制作）の閲覧数 東京都がんポータルサイト

中間アウトカム指標
341204

AYA 世代のがん患者の身の回りや生活面への支援・療養環境として改善が必要なものとして、
「通院時に患者本人の子供を一時的に預けられる環境」と回答した病院及び在宅療養支援診
療所の割合（在宅療養中の時期）

東京都がん医療施設等調査

治療と仕事の両立支援
アウトプット指標 341106 再掲 都による発信に対するインプレッション数 東京都調べ

341107 再掲 外来初診時から治療開始までの間に、医療者（医師・看護師・事務職等）から患者・家族にが
ん相談支援センターの案内を行っている拠点病院等（成人・小児）の数 現況報告

341108 再掲 がん患者・がん経験者の就職活動を支援する資材等を紹介する東京都がんポータルサイトのペー
ジ（今後制作）の閲覧数 東京都がんポータルサイト

341109 小児慢性特定疾病児童等自立支援事業等を紹介する東京都がんポータルサイトのページ（今
後制作）の閲覧数 東京都がんポータルサイト

中間アウトカム指標 341205 再掲 退職したがん患者のうち、がん治療の開始前までに退職した者の割合 国立がん研究センター患者体験調査
（都道府県別集計）

アウトプット指標

7 

7



分野 指標分類 # 再掲 指標 データソース
壮年期

治療と仕事の両立支援
アウトプット指標 342101 再掲 都による発信に対するインプレッション数 東京都調べ

342102 再掲 外来初診時から治療開始までの間に、医療者（医師・看護師・事務職等）から患者・家族にが
ん相談支援センターの案内を行っている拠点病院等（成人・小児）の数 現況報告

342103 再掲 がん患者・がん経験者の就職活動を支援する資材等を紹介する東京都がんポータルサイトのペー
ジ（今後制作）の閲覧数 東京都がんポータルサイト

中間アウトカム指標 342201 再掲 退職したがん患者のうち、がん治療の開始前までに退職した者の割合 国立がん研究センター患者体験調査
（都道府県別集計）

子育て中の患者及び家族への支援
アウトプット指標 342104 再掲 子育て中の患者・家族への支援を紹介する東京都がんポータルサイトのページ（今後制作）の

閲覧数 東京都がんポータルサイト

342105 再掲 患者団体等が実施する、子供を抱える同世代のがん患者との交流等の取組を紹介する東京都
がんポータルサイトのページ（今後制作）の閲覧数 東京都がんポータルサイト

介護中の患者及び家族への支援
アウトプット指標 342106 がん相談支援センターにおける「介護・看護・養育」に関する相談件数 がん診療連携拠点病院現況報告書

342107 介護中の患者・家族が利用可能な支援策を紹介する東京都がんポータルサイトのページ（今後
制作）の閲覧数 東京都がんポータルサイト

高齢者
アウトプット指標 343101 再掲 がんの在宅医療に対応可能な医療機関の情報等を掲載する東京都がんポータルサイトのページ

の閲覧回数 東京都がんポータルサイト

343102 再掲 ACPに関する研修の開催回数・参加人数 東京都調べ
343103 再掲 がん相談支援センターにおける「介護・看護・養育」に関する相談件数 がん診療連携拠点病院現況報告書

343104 再掲 介護中の患者・家族が利用可能な支援策を紹介する東京都がんポータルサイトのページ（今後
制作）の閲覧数 東京都がんポータルサイト

中間アウトカム指標 343201 再掲 がんの診断・治療全体の総合的評価（平均点） 国立がん研究センター患者体験調査
（都道府県別集計）

343202 再掲 患者と医師間で最期の療養場所に関する話し合いがあったと回答した人の割合 国立がん研究センター遺族調査
（都道府県別集計）

４. 基盤の整備
がん登録の推進

全国がん登録
アウトプット指標 411101 病院及び指定診療所に対する研修等の実施状況（研修等の実施回数 等） 東京都調べ

411102 理解促進に向けた啓発の実施状況（ホームページの閲覧数 等） 東京都調べ
411103 がん登録データの活用に関する支援を行った区市町村数 東京都調べ

中間アウトカム指標 411201 全国がん登録の利用件数 東京都調べ
院内がん登録

アウトプット指標 412101 院内がん登録に関する研修会等の開催回数・参加人数 東京都調べ
がん研究の推進

アウトプット指標 421101 研究成果等の公表件数（東京都医学総合研究所） 東京都調べ
421102 研究成果等のプレス発表件数（東京都健康長寿医療センター） 東京都調べ

がんに関する正しい理解の促進
学校におけるがん教育

アウトプット指標 431101 学習指導要領を踏まえたがん教育の実施状況（リーフレットの配布数 等） 東京都調べ
431102 再掲 学習指導要領を踏まえたがん教育の実施状況（リーフレットの配布数 等） 東京都調べ

431103 学校におけるがん教育での外部講師活用の割合 文部科学省　がん教育の実施状況調査
（都道府県別集計）

431104 公立学校の教員の指導力向上・対応力強化に向けた取組み状況（講演会の実施回数、参加
人数 等） 東京都調べ

中間アウトカム指標 431201 再掲 学校におけるがん教育での外部講師活用の割合 文部科学省　がん教育の実施状況調査
（都道府県別集計）

あらゆる世代に対する理解促進及び啓発の推進
アウトプット指標 432101 都民への普及啓発の実施状況（リーフレット・インターネット等の各種媒体の活用 等） 東京都調べ

432102
都民向け普及啓発動画の再生回数
*「どうして『がん』はできる」
*「『がん』の予防や早期発見のために重要なこと」

東京都調べ

432103 がんに関する理解促進のための、東京都がんポータルサイトにおけるコンテンツ数 東京都調べ
432104 再掲 がん相談支援センターを案内する東京都がんポータルサイトのページの閲覧数 東京都がんポータルサイト
432105 再掲 東京都がんポータルサイト及びSNSによる注意喚起のインプレッション数 東京都調べ
432106 再掲 都による発信に対するインプレッション数 東京都調べ
432107 再掲 職域に対するがん検診の適切な実施等に関する支援の実施状況（研修等の開催回数 等） 東京都調べ
432108 再掲 難病・がん患者就業支援奨励金助成件数 東京都調べ
432109 再掲 企業向け映像教材の再生回数 東京都調べ

中間アウトカム指標 432201 「多くの『がん』は早期発見により治療が可能である」の設問に「そう思う」「多少思う」と回答した都
民の割合 都民意識調査

432202 再掲 緩和ケアのイメージについて「がんと診断された時から受けられるものである」と回答した都民の割合 都民意識調査

432203 再掲 「『がん』になっても治療しながら働くことは可能である」の設問に「そう思う」「多少思う」と回答した
都民の割合 都民意識調査

8 
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「東京都がん対策推進計画計画ロジックモデル」：基本ロジックモデル

中間アウトカム 分野アウトカム

喫煙率の減少

受動喫煙をなくす

科学的根拠に基づくがんのリスクを下げるための生活習慣の推進

生活習慣を改善しやすい環境づくりの推進

肝炎ウイルスに起因するがんの予防

ＨＰＶに起因するがんの予防

がん検診の受診率向上

科学的根拠に基づく質の高い検診の実施

職域におけるがん検診の適切な実施

医療提供体制の均てん化・集約化

高度かつ専門的な医療の提供体制の整備・アクセシビリティの向上

がんゲノム医療に関する理解の促進

治療に伴う患者の苦痛の軽減

リハビリテーションの提供拡大

患者が納得して治療に臨むことができること

感染症発生・まん延時や災害発生時における適切ながん医療の提供

二次保健医療圏における連携体制の構築推進

在宅医療提供体制の強化・在宅医療の質の向上

診断時からの経時的な苦痛・つらさの把握と適切な対応の普及

診断時に必要な支援が患者・家族に提供されること

患者・家族が地域・緩和ケア病棟・在宅で安心して緩和ケアを受けられること

苦痛・つらさに対する適切なケア・治療の普及

都民の緩和ケアへの理解度向上

移行期医療支援の推進

AYA支援チームによる支援の推進

長期フォローアップを受けている患者の増加

生殖機能温存療法に係る情報提供の確実な実施

医療・介護関係者の連携に基づくがん医療提供

高齢がん患者に対する意思決定支援の普及

支援窓口（がん相談情報センター、患者団体等、ピアサポート、患者サロン）へのアクセス向上

質の高い相談支援の提供

多様な相談ニーズへの対応

東京都がんポータルサイトでの効果的な情報発信

退職防止、就職活動の円滑化、患者と職場との意思疎通の推進、経済的な課題の改善

職場における両立支援の推進

医療機関における両立支援の推進

外見の変化に伴う苦痛の軽減

患者・家族による納得できる生殖機能温存に係る意思決定の実現

若年がん患者の経済的負担の軽減

入院期間中の学習の継続

患者のきょうだいへの影響の軽減

子育て中の患者・家族の負担の軽減

介護中の患者・家族の負担の軽減

全てのがん患者及びその家族の
苦痛の軽減並びに

療養生活の質の維持向上

がん死亡率の減少

個別施策とアウトプット指標 最終アウトカム

一次予防

がん種別がん罹患率の減少

二次予防
（検診）

がん医療

基盤
がん登録／がん研究／
正しい理解の促進／患

者・市民参画

患者・家族による適切かつ十分な情報の入手

患者・家族及びがん経験者による治療と仕事
の両立

患者やがん経験者のQOLの向上

がんとの共生

がん患者及びその家族のQOL（生活の質）の
維持向上

患者の精神的苦痛の軽減

診療の質の向上及び均てん化

希望する場所で安心して療養できたがん患者の
割合の増加

9



一次予防

「東京都がん対策推進計画（第三次改定）ロジックモデル」：がんのリスクの減少（がんの一次予防）に向けた取組の推進

生活習慣及び生活環境に関する取組（喫煙・受動喫煙に関する取組）
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース # 分野別アウトカム 分野別アウトカム指標 現行値 目標値 データソース # 最終アウトカム 最終アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

111101
喫煙が健康に与える悪影響の理解促
進に向けた関係機関と連携した普及
啓発の実施

喫煙が健康に与える悪影響の理解促
進に向けた普及啓発の取組状況（普
及啓発資材の配布部数）

普及啓発リーフレットの配布部数
22,386部（令和６年度）

東京都調べ 111201 喫煙率の減少 20歳以上の者の喫煙率

全体 13.5%
男性 20.2%
女性 7.4%
（令和４年）

全体 10%未満
男性 15%未満
女性 5%未満
（喫煙をやめたい
人がやめた場合の
喫煙率）

国民生活基礎調査 100001
がん種別罹患率の減少
（胃・大腸・肺・女性乳
房）

がん種別年齢調整罹患率
（胃・大腸・肺・乳（女性））

胃がん 37.8
大腸がん 62.5
肺がん 44.1
乳がん（女性）
111.9
肝がん 11.4
子宮頸がん 13.3
（令和元年）

減らす 全国がん登録 000001 がん死亡率の減少
がんの75歳未満年齢調
整死亡率（人口10万
対）

64.9
（令和４年）

54.8未満
国立がん研究セン
ターがん情報サー
ビス

111102
20歳未満の方に対する学校等教育機
関と連携した喫煙の未然防止のため
の啓発や、正しい知識の普及

20歳未満の方へ対する学校等教育機
関と連携した喫煙の未然防止のため
の普及啓発の取組状況（普及啓発資
材の配布部数）

小中高生向け副教材の配布部数
356,129部（令和６年度）

東京都調べ 111202 受動喫煙をなくす 受動喫煙の機会を有する者の割合
飲食店 18.3%
職場  5.9%
（令和４年度）

なくす
受動喫煙に関する
都民の意識調査

111103
妊娠中・授乳中の女性の喫煙防止、
区市町村の取組に対する助言等を実
施

妊娠中の女性等向け普及啓発の取組
状況 （ウェブサイト（今後再構
築）閲覧数等）

ウェブサイト（妊婦の喫煙防止）閲
覧数
2,408回（令和６年度）

東京都調べ

111104
禁煙希望者への支援等の取組に対し
支援を行った区市町村数

禁煙治療費助成事業
19自治体（令和６年度）
たばこによる健康影響防止推進
12自治体（令和６年度）

東京都調べ

111105
禁煙希望者向け普及啓発・情報提供
の取組状況（ウェブサイト（今後再
構築）閲覧数等）

ウェブサイト（禁煙したい方へ）閲
覧数
16,572回（令和６年度）

東京都調べ

111106
法や都条例に基づく受動喫煙対策に
係る普及啓発の取組状況（啓発媒体
の作成・配布部数）

飲食店向け受動喫煙対策啓発資材配
布部数
18,200部（令和６年度）
ウェブサイト（受動喫煙対策ー東京
都ー）閲覧数
37,352回（令和６年度）

東京都調べ

111107
受動喫煙対策の取組に対し支援を
行った区市町村数

受動喫煙防止対策に係る実効性の担
保に資する事業
20自治体（令和６年度）

東京都調べ

111108
たばこの煙への曝露を避けられるよ
う、都民に対する啓発等の実施

都民に対する子供の受動喫煙対策に
関する普及啓発の取組状況（ウェブ
サイト（今後再構築）閲覧数等）

※R７年度 ʻけむりにあわない飲食
店の選び方ʼ 啓発ページ新規作成

東京都調べ

111109
屋内での受動喫煙防止の徹底に向け
た区市町村や事業者への支援の実施

区市町村への支援により設置された
公衆喫煙所箇所数（累計）

365箇所（平成30年度から令和６年
度までの累計）

東京都調べ

111110

都条例に基づき、いかなる場所にお
いても子供に受動喫煙をさせること
のないように努めるよう、都民に対
し普及啓発を実施

都民に対する子供の受動喫煙対策に
関する普及啓発の取組状況（ウェブ
サイト（今後再構築）閲覧数等）

ウェブサイト（20歳未満の者の喫煙
防止）閲覧数
8,559回（令和６年度）
ウェブサイト（「東京都子どもを受
動喫煙から守る条例」を施行しまし
た）閲覧数
2,027回（令和６年度）

東京都調べ 再掲

生活習慣及び生活環境に関する取組（食生活や身体活動量等に関する取組）
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

111119

健康的な食生活の実践や身体活動量
の増加に向けた科学的根拠に基づく
正しい知識や日常生活での工夫に関
する普及の推進

東京都調べ 111203
野菜の１日当たりの平均摂取量（20
歳以上）

男性 293.5g
女性 295.1g
（平成29〜令和元
年）

増やす

国民健康・栄養調
査［厚生労働省］
から東京都分を再
集計

111120
ホームページの活用や関係機関と連
携した効果的な普及

東京都調べ 再掲 111204
果物の１日当たりの平均摂取量（20
歳以上）

男性 83.4g
女性 104.3g
（平成29〜令和元
年）

増やす

国民健康・栄養調
査［厚生労働省］
から東京都分を再
集計

111121
職域からの健康づくりの推進に向
け、事業者団体と連携した企業にお
ける取組支援等の実施

企業等への訪問等を通じて、経営層
に対する普及啓発や個別の取組支援
を実施した数

普及啓発 6,678社（令和６年度）
取組支援 93社（令和６年度）

東京都調べ 111205
食塩の１日当たりの平均摂取量（20
歳以上）

男性 11.0g
女性 9.2g
（平成29〜令和元
年）

減らす

国民健康・栄養調
査［厚生労働省］
から東京都分を再
集計

-
学校等教育機関における児童・生徒
等に対する健康教育の充実

指標設定無し（施策の実施に当た
り、着実に進めていく）

― - 111206
適正体重（BMI18.5以上25未満、65
歳以上はBMI20を超え25未満）を維
持している人の割合（20歳以上）

男性（20〜64歳）
72.1%
同（65歳以上）
56.2%
女性（20〜64歳）
68.7%
同（65歳以上）
49.3%
（平成29〜令和元
年）

増やす

国民健康・栄養調
査［厚生労働省］
から東京都分を再
集計

111122
健康に関心を持つ余裕が無い方を含
め、無理なく生活習慣の改善を実践
できるような環境整備

環境の整備状況（ウェブサイト（今
後再構築）へのウォーキングコース
の掲載数 等）

・ウォーキングコースのサイト掲載
数
541コース（令和６年度末時点）
・健康に配慮したメニューを提供す
る飲食店の数（からだ気くばりメ
ニュー店）
315店舗（令和６年度末時点）
・包括補助（地域に根ざした食環境
整備事業）
10自治体（令和６年度）
・包括補助（歩きたくなる・身体活
動量を増やすための環境整備事業）
２自治体（令和６年度）

東京都調べ 111207
日常生活における１日当たりの平均
歩数（20歳以上）

男性（20〜64歳）
8,585歩
同（65歳以上）
5,913歩
女性（20〜64歳）
7,389歩
同（65歳以上）
5,523歩
（平成29〜令和元
年）

増やす

国民健康・栄養調
査［厚生労働省］
から東京都分を再
集計

普及啓発の実施状況（啓発資材配布
数、ウェブサイト（今後再構築）閲
覧数 等）

科学的根拠に基づくがん
のリスクを下げるための
生活習慣の推進

生活習慣を改善しやすい
環境づくりの推進

禁煙希望者に対する関係機関と連携
した禁煙しやすい環境の整備、区市
町村等の取組支援

法や都条例に基づく受動喫煙対策に
関する事業者の正しい理解の促進や
取組の定着、区市町村や関係機関と
連携した受動喫煙対策を推進

ウェブサイトアクセス数
・とうきょう健康ステーション
1,360,841回（令和６年度）
・TOKYO WALIKING MAP
945,127回（令和６年度）
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一次予防

「東京都がん対策推進計画（第三次改定）ロジックモデル」：がんのリスクの減少（がんの一次予防）に向けた取組の推進

-
ホームページや、企業やＮＰＯとの
連携等を通じた、幅広い世代への効
果的な発信

指標設定無し（施策の実施に当た
り、連携を図るなど効果的な発信と
なるよう進めていく）

― ー 111208

日常生活における１日あたりの平均
歩数が6,000歩未満（65歳以上は
4,000歩未満）の者の割合（20歳以
上）

男性（20〜64歳）
28.2%
同（65歳以上）
38.4%
女性（20〜64歳）
40.6%
同（65歳以上）
36.6%
（平成29〜令和元
年）

減らす

国民健康・栄養調
査［厚生労働省］
から東京都分を再
集計

111123

区市町村が行うインセンティブを用
いた健康づくりの取組に対して、都
が更なるインセンティブを提供し、
区市町村の取組を支援

区市町村が行うインセンティブを用
いた健康づくりの取組と連携した取
組の実施状況

都インセンティブを利用できる都内
協賛店の数
509店舗（令和６年度末時点）
※区市町村との連携は令和７年度か
ら開始

東京都調べ 111209

生活習慣病のリスクを高める量を飲
酒している人の割合（１日当たりの
純アルコール摂取量が男性40g以
上、女性20g以上の人の割合）（20
歳以上）

男性 16.4%
女性 17.7%
（令和３年）

減らす
健康に関する世論
調査

感染症に起因するがんの予防に関する取組
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース # 分野別アウトカム 分野別アウトカム指標 データソース

-
東京都肝炎対策指針に基づく対策の
実施

指標設定無し（指針に基づく適切な
対策の実施に努めること）

― ー 112201
肝炎ウイルスに起因する
がんの予防

肝がんの年齢調整罹患率
11.4
（令和元年）

減らす 全国がん登録 100002
がん種別がん罹患率の減
少 （肝・子宮頸部）

がん種別年齢調整罹患率
（肝・子宮頸部）

全国がん登録

112101
B型肝炎ワクチンに関する予防接種
の円滑な実施の支援

B型肝炎ワクチン定期接種の実施率
（実施実人員／対象人員）

97.3%
（86,011／88,390）
（令和５年度）

東京都衛生統計年
報

112202
ＨＰＶワクチンの定期接種に係る接
種者数及び実施率

24,065人
46.6%
（令和４年度）

増やす

ヒトパピローマウ
イルス感染症の予
防接種実施状況に
関する調査

112102

ウイルス肝炎の早期発見、早期治療
や偏見・差別の解消に向けた、肝炎
に関する理解促進や受検勧奨等の実
施

ウイルス肝炎に関する正しい知識の
理解促進や受検勧奨の取組状況（啓
発媒体の作成・配布部数）

・都民向け受検勧奨パンフレットの
配布部数 3,245部（令和６年度）
・職域向け受検勧奨チラシの配布部
数 94,462部（令和６年度）
・陽性者向けチラシの配布部数
2,594部（令和６年度）

東京都調べ 112203
ＨＰＶワクチンのキャッチアップ接
種に係る接種者数

30,585人
（令和４年度）

増やす

ヒトパピローマウ
イルス感染症の予
防接種実施状況に
関する調査

-
区市町村、都保健所及び事業者にお
ける肝炎ウイルス検査の実施体制の
整備や適切な保健指導の推進

指標設定無し（着実な実施体制の整
備に努めること）

― ー

112103

患者等に適切な医療を提供するため
の肝炎診療ネットワークの強化、陽
性者の確実な受診を促すフォロー
アップに関する取組推進、検査費用
や医療費の助成

医療提供体制整備の実施状況（地域
連携パス登録者数）

累計登録者数 1,869人
（令和6年11月末時点）

東京都調べ

112104
肝疾患相談センターや、各種機関の
肝炎コーディネーター 等による患者
や家族等に対する支援の実施

患者や家族等に対する支援の実施状
況（肝炎コーディネーター養成者
数）

429人
（令和6年度）

東京都調べ

112105

女性へのＨＰＶワクチン接種の推進
に向けた啓発、定期接種及び接種機
会を逃した方への情報発信、接種後
の症状に関する相談体制の整備

ＨＰＶワクチンの定期接種及び
キャッチアップ接種に係る接種者数
及び実施率
※実施率は定期接種のみ

定期接種：39,259人 73.6%
（令和５年度）
キャッチアップ：40,731人
（令和５年度）

ヒトパピローマウ
イルス感染症の予
防接種実施状況に
関する調査

112106

男性へのＨＰＶワクチン定期接種化
に係る国に対する検討の促進の働き
かけ、丁寧な情報発信、区市町村へ
の支援等の検討

男性へのＨＰＶワクチン接種支援を
行った区市町村数

33自治体
（令和６年度）

東京都調べ

112107
都民への子宮頸がんに関する普及啓
発の実施状況（リーフレット・イン
ターネット等の各種媒体の活用 等）

子宮頸がん検診受診促進リーフレッ
ト等の配布、ポータルサイト
「TOKYO#女子けんこう部」へ誘引
するWEB広告の実施（令和6年度）

東京都調べ

-
指標設定無し（着実に支援を進める
こと）

― -

-
指標設定無し（着実に検査を実施す
ること）

― -

-
指標設定無し（着実に支援を進める
こと）

― -

-
ヘリコバクター・ピロリについて、
国の動向を注視し情報収集するとと
もに、結果を踏まえて対応を検討

指標設定無し（着実に検討を進める
こと）

― -

ＨＴＬＶ-１について、都保健所等で
の検査実施、妊婦健康診査等での検
査実施に関する区市町村支援の実施

ＨＰＶに起因するがんの
予防

子宮頸がんの予防に関する知識や受
診の必要性に関する啓発の推進、妊
婦健康診査での着実な子宮頸がん検
診の実施に向けた区市町村への支援

11



二次予防

「東京都がん対策推進計画（第三次改定）ロジックモデル」：がんの早期発見（がんの二次予防）に向けた取組の推進

がん検診の受診率向上に関する取組の推進
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース # 分野別アウトカム 分野別アウトカム指標 現行値 目標値 データソース # 最終アウトカム 最終アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

121101
受診率向上に向けた効果的な取組に
対し技術的支援を行った区市町村数

区市町村がん検診事業担当者連絡会
による情報提供 62自治体（令和6年
度）

東京都調べ 121201 がん検診の受診率向上 がん検診受診率

胃がん 51.5%
肺がん 56.9%
大腸がん 59.0%
子宮頸がん 48.0%
乳がん 50.3%
（令和2年度）

５がん
60%以上

健康増進法に基づ
くがん検診の対象
人口率等調査

100003
がん種別がん罹患率（子
宮頸部・大腸）の減少
※

がん種別年齢調整罹患率
（子宮頸部・大腸）

大腸がん 62.5
子宮頸がん 13.3
（令和元年）

減らす 全国がん登録 000001 がん死亡率の減少
がんの75歳未満年齢調整
死亡率（人口10万対）

64.9
（令和４年）

54.8未満
国立がん研究セン
ターがん情報サー
ビス

121102
受診率向上に向けた効果的な取組に
対し財政的支援を行った区市町村数

受診率向上に関する包括補助事業
40自治体（令和6年度）

東京都調べ

121103
職域での検診実施や受診率向上に対
する支援

職域での検診実施や受診率向上に対
する支援の実施状況（研修等の開催
回数 等）

職域がん検診精度管理向上支援講習
会 1回（令和6年度）

東京都調べ

121104
都民のがん検診を受診する機運の醸
成に向けた効果的な普及啓発

121105
都民ががん検診について正しく理解
し適切に受診できるよう啓発を実施

-
普及啓発における区市町村や職域、
患者団体等の関係機関との連携

指標設定無し（上記の実施等にあた
り着実に連携を進める）

― ー

科学的根拠に基づくがん検診の実施及び質の向上に関する取組の推進
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

122101

技術的指針や東京都生活習慣病管理
指導協議会での評価を踏まえた助言
指導などの技術的支援を行った区市
町村数

東京都生活習慣病管理指導協議会が
ん部会通知による助言指導 62自治
体（令和6年度）

東京都調べ 122201
全ての区市町村で科学的根拠に基づ
くがん検診の実施

13自治体
（完全順守）
（令和４年度）

全区市町村
東京都がん検診精
度管理評価事業

122102
検診実施内容の見直し、症例検討会
の開催などの取組に対する財政的支
援を行った区市町村数

がん予防対策推進計画策定支援事業
（包括補助） 4自治体（令和6年
度）

東京都調べ 122202 がん検診精密検査受診率

胃がん（X線） 71.8%
（内視鏡） 83.7%
肺がん 69.3%
大腸がん 57.5%
子宮頸がん 76.6%
乳がん 87.1%
（令和2年度）

５がん
60%以上

東京都がん検診精
度管理評価事業

122103

精密検査対象者の検診結果を把握
し、未受診者に効果的な受診勧奨が
できる体制整備や、精密検査受診率
向上の取組に対して技術的支援を
行った区市町村数

区市町村がん検診事業担当者連絡会
による情報提供 62自治体（令和6年
度）

東京都調べ -
職域におけるがん検診の
適切な実施

指標設定無し（着実に支援を進める
こと）

ー

122104

精密検査対象者の検診結果を把握
し、未受診者に効果的な受診勧奨が
できる体制整備や、精密検査受診率
向上の取組に対して財政的支援を
行った区市町村数

要精検受診者への受診勧奨補助事業
（包括補助） 16自治体（令和6年
度）

東京都調べ

122105
がん検診実施機関における質の高い
検診実施に向けた区市町村との連携
による支援

がん検診実施機関に対する支援の実
施状況（研修等の開催回数 等）

がん検診受託機関講習会 1回
生活習慣病検診従事者講習会 9回
胃内視鏡従事者研修 1回
マンモグラフィ読影医師等養成研修
4回（いずれも令和6年度）

東京都調べ

122106
職域におけるがん検診の実態把握の
実施状況（調査の実施 等）

「東京都がん予防・検診等実態調
査」の実施（令和4年度）
※5年毎に実施

東京都調べ

122107
職域に対するがん検診の適切な実施
等に関する支援の実施状況（研修等
の開催回数 等）

職域がん検診精度管理向上支援講習
会 1回（令和6年度）

東京都調べ

-

職域におけるがん検診の実態把握の
方法や、精度管理の推進に係る取組
について、国の動向を注視し、結果
を踏まえて対応を検討

指標設定無し（着実に検討を進める
こと）

― ー

区市町村における精密検査受診率向
上に向けた体制整備や取組に対する
支援

職域におけるがん検診の実態把握、
がん検診の適切な実施等に関する取
組の支援

がん検診の実施主体である区市町村
が行う受診率向上に向けた効果的な
取組に対する支援

※がん検診により子宮頸部・大腸の前がん病変を早期発見して治療介入すれば、子宮頸がん・大腸がんの罹患数が減少する。

都民への普及啓発の実施状況（広域
的なキャンペーン、リーフレット・
インターネット等の各種媒体の活用
等）

東京都調べ

全ての区市町村における科学的根拠
に基づく質の高いがん検診の実施に
向けた支援

科学的根拠に基づく質の
高い検診の実施

キャンペーン（母の日、父の日、が
ん征圧月間、乳がん月間、いい夫婦
の日、女性の健康週間）の実施、退
職者向けリーフレット等の配布、
ポータルサイト「TOKYO#女子けん
こう部」へ誘引するWEB広告の実施
（令和6年度）
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がん医療

「東京都がん対策推進計画（第三次改定）ロジックモデル」：がん医療提供の充実

拠点病院等（成人・小児）における医療提供体制の充実（基本的な集学的治療提供体制の整備）
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース # 分野別アウトカム 分野別アウトカム指標 現行値 目標値 データソース # 最終アウトカム 最終アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

-

東京都全体で役割分担すべき事項に
ついて、東京都がん診療連携協議会
と連携して整理し、医療機関間での
役割分担を推進

指標設定なし（着実に推進） ― ー 211201
医療機関の役割分担を
通じた持続可能な医療提
供

「がん診療連携拠点病院等の整備に
関する指針」（Ⅰ３(2)①ア〜ケ）に
おいて、拠点病院間での役割分担の
整理を求められている事項のうち、
役割分担の整理・明確化を完了した
項目の数

0
（令和５年度）

増やす
がん診療連携
拠点病院
現況報告書

200001
がん診療の質の向上及び
均てん化

がんの診断・治療全体の総合評価
（平均点）

8.3
（平成30年
度）

増やす

国立がん研究セン
ター
患者体験調査
（都道府県別集
計）

000001 がん死亡率の減少
がんの75歳未満年齢調
整死亡率（人口10万
対）

64.9
（令和４年）

54.8未満
国立がん研究セン
ターがん情報サー
ビス

211101

整理した役割分担を「東京都がん
ポータルサイト 」において都内医療
機関及び都民に対して明確に周知す
るとともに、がん診療に係る実績等
を公表することで、患者が都内のど
こに住んでいても適切な診断や治療
にスムーズにアクセスできる体制を
確保

整理した役割分担を周知する東京都
がんポータルサイトのページ（今後
制作）の閲覧数

※新がんポータルサイトにて制作済
（来年度の協議会において令和７年
度実績を掲示）

東京都がんポータ
ルサイト

211202
高度かつ専門的な医療へ
のアクセシビリティの向
上

希少がん患者の初診から診断までの
時間、診断から治療開始までの時間

―
（基準値なし）

減らす

国立がん研究セン
ター
患者体験調査
（都道府県別集
計）

000002
全てのがん患者及びその
家族の苦痛の軽減並びに
療養生活の質の維持向上

日常生活をがんにかかる
前と同じように過ごすこ
とができていると回答し
た患者（手術や薬の副作
用などはあるが、以前と
同じように生活できてい
ると回答した人を含
む。）の割合

成人 66.8%
（令和４年
度）

小児 ―
（基準値な
し）

増やす

東京都
がん患者調査

東京都
小児がん患者調査

211102
東京都がん診療連携拠点病院機能強
化事業補助実績（施設数）

23病院
（令和6年度）

東京都調べ 211203
高度かつ専門的な医療へ
のアクセシビリティの向
上

「がん」と診断されるまでに４か所
以上の医療機関に受診した小児がん
患者の割合

15.6%
（令和４年度）

減らす
東京都
小児がん患者調査

211103
地域がん診療病院機能強化事業補助
実績（施設数）

1病院
（令和6年度）

東京都調べ

211104
がん診療連携拠点病院（都指定）機
能強化事業補助実績（施設数）

9病院
（令和６年度）

東京都調べ

211105
がん診療施設施設設備整備費補助実
績（施設数）

21病院
（令和6年度）

東京都調べ

-
東京都がん診療連携協議会と連携
し、東京都全体のがん医療の質を向
上させるための取組を推進

指標設定なし（着実に推進） ― ー

211106
東京都がん診療連携協議会が実施す
る人材育成の取組等を支援

東京都がん診療連携協議会研修部会
が企画する研修の開催回数・参加人
数

7回・1,841名（令和６年度） 東京都調べ

211107

【小児・AYA 世代がん診療連携協議
会】
小児がんの医療提供体制の強化のた
め、引き続き、症例検討会や合同の
勉強会等を開催

東京都小児・AYA世代がん診療連携
協議会が企画する症例検討会・勉強
会の開催回数

4回（令和６年度） 東京都調べ

-

【小児・AYA 世代がん診療連携協議
会】
小児がん診療連携ネットワーク内で
の役割分担及び連携により、患者の
ニーズに合った医療を受けることの
できる環境を整備

指標設定なし（着実に整備） ― ー

211108
小児がん地域連携推進研修会（東京
都小児・AYA世代がん診療連携推進
事業）の参加人数

195人（令和６年度） 東京都調べ

211109
小児がんやAYA世代がんに関する普
及啓発を行う東京都がんポータルサ
イトのページ（今後制作）の閲覧数

※新がんポータルサイトにて制作済
（来年度の協議会において令和７年
度実績を掲示）

東京都がんポータ
ルサイト
（新規項目）

-

AYA 世代がん患者に対する医療提供
体制の整備の推進に当たり、東京都
小児・AYA 世代がん診療連携協議会
と東京都がん診療連携協議会の連携
を図る

指標設定なし（着実に推進） ― ー

拠点病院等（成人・小児）における医療提供体制の充実（手術療法・放射線療法・薬物療法）
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

-

高度な手術療法、放射線療法、薬物
療法について、東京都がん診療連携
協議会及び東京都小児・AYA 世代が
ん診療連携協議会と連携し、医療機
関間の役割分担の整理と連携体制の
整備を推進

指標設定なし（着実に推進） ― ー 211204
高度な治療の提供体制の
整備

「がん診療連携拠点病院等の整備に
関する指針」（Ⅰ３(2)①ア〜ウ）に
おいて、拠点病院間での役割分担の
整理を求められている事項のうち、
役割分担の整理・明確化を完了した
項目の数

0
（令和５年度）

増やす
がん診療連携
拠点病院
現況報告書

211110

整理した役割分担を東京都がんポー
タルサイトにおいて医療機関及び都
民へ明確に周知することで、都民に
よる高度な医療へのアクセスを確保

整理した役割分担を周知する東京都
がんポータルサイトのページ（今後
制作）の閲覧数

※新がんポータルサイトにて制作済
（来年度の協議会において令和７年
度実績を掲示）

東京都がんポータ
ルサイト

再掲

-
地方独立行政法人東京都立病院機構
において粒子線治療施設を整備

指標設定なし（着実に整備） ― ー

拠点病院等（成人）による人材育成
や相談支援、施設・設備等の整備に
対する支援を通じ、各病院における
機能向上を促進

小児がんやAYA 世代がんを専門とし
ない医療機関に対し、研修の実施や
ネットワーク参画病院の周知を行う
とともに、東京都がんポータルサイ
ト等を通じて小児がんやAYA 世代が
んに関する普及啓発を実施
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がん医療

「東京都がん対策推進計画（第三次改定）ロジックモデル」：がん医療提供の充実

拠点病院等（成人・小児）における医療提供体制の充実（がんゲノム医療）
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

211111
がんゲノム医療に関する情報提供を
行う東京都がんポータルサイトの
ページの閲覧数

408回
東京都がんポータ
ルサイト

211205
がんゲノム医療に関する
理解の促進

がんゲノム医療について「内容まで
知っている」と回答した都民の割合

6.5%
（令和４年度）

増やす 都民意識調査

211112
がんゲノム医療中核拠点病院等に関
する東京都がんポータルサイトの
ページの閲覧数

408回
東京都がんポータ
ルサイト

211206
高度かつ専門的な医療へ
のアクセシビリティの向
上

がん遺伝子パネル検査に関するエキ
スパートパネルで検討した症例数

4,025件
（令和４年度）

増やす
がんゲノム医療
中核拠点病院等
現況報告書

拠点病院等（成人・小児）における医療提供体制の充実（希少がん・難治性がん）
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

-

東京都がん診療連携協議会と連携
し、拠点病院（成人・小児）の間で
の役割分担に基づく連携体制の整理
を推進

指標設定なし（着実に推進） ー 211207
高度かつ専門的な医療へ
のアクセシビリティの向
上（希少がん）

希少がん患者の初診から診断までの
時間、診断から治療開始までの時間

―
（基準値なし）

減らす

国立がん研究セン
ター
患者体験調査
（都道府県別集
計）

再掲

211113

整理した役割分担や拠点病院等にお
ける診療実績について、東京都がん
診療連携協議会と連携し、東京都が
んポータルサイトにおいて医療機関
及び都民に対して分かりやすく情報
発信を行うことで、希少がん・難治
性がんの患者が適切な医療へアクセ
スできる体制を整備

整理した役割分担を周知する東京都
がんポータルサイトのページ（今後
制作）の閲覧数

※新がんポータルサイトにて制作済
（来年度の協議会において令和７年
度実績を掲示）

東京都がんポータ
ルサイト

-
高度かつ専門的な医療へ
のアクセシビリティの向
上（難治性がん）

指標設定なし ― ― ー

211114

がん情報サービスや希少がんセン
ター、希少がんホットライン等につ
いて、東京都がんポータルサイトで
案内

希少がんに関する東京都がんポータ
ルサイトのページ（今後作成）の閲
覧数

※新がんポータルサイトにて制作済
（来年度の協議会において令和７年
度実績を掲示）

東京都がんポータ
ルサイト

拠点病院等（成人・小児）における医療提供体制の充実（支持療法）
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

-

【拠点病院等（成人・小児）】
引き続き、がん薬物療法における副
作用対策やがん患者の栄養管理等、
多職種で連携し、治療による副作
用・合併症・後遺症による症状に対
する取組を行う

指標設定なし
（引き続き、各患者の状況に応じて
実施）

― ー 211208
治療に伴う患者の苦痛の
軽減

治療に伴う副作用・合併症・後遺症
について苦痛を感じている患者の割
合

―
（基準値なし）

減らす
東京都
がん患者調査
（新規項目）

-

東京都がん診療連携協議会と連携
し、拠点病院等（成人・小児）にお
けるガイドラインに基づく支持療法
の推進に係る情報提供等を実施

指標設定なし
（適宜情報提供を実施）

― ー

211115
東京都周術期口腔ケア推進事業にお
ける研修会の参加人数

受講者数：254名
導入研修：２回、基礎研修：２回、
応用研修：２回、実地研修：１回
（令和６年度）
※基礎・応用研修の修了者には修了
証を発行。東京都がん医療連携歯科
医院として登録し、東京都歯科医師
会ホームページに掲載

東京都調べ

211116
研修修了者のいる歯科医療機関の情
報を案内する東京都がんポータルサ
イトのページの閲覧回数

166回
東京都がんポータ
ルサイト

211117

ストーマ外来及びリンパ浮腫外来に
加え、患者にとってニーズの高い支
持療法を把握し、提供体制を可視化
の上、東京都がん診療連携協議会と
連携して東京都がんポータルサイト
において周知する

提供体制を周知する東京都がんポー
タルサイトのページ（今後制作）の
閲覧数

※新がんポータルサイトにて制作済
（来年度の協議会において令和７年
度実績を掲示）

東京都がんポータ
ルサイト

-
必要に応じて、東京都がん診療連携
協議会とも連携の上、専門外来にお
ける提供体制の均てん化を推進

指標設定なし（必要に応じて推進） ― ー

-

頭頸部がん患者の治療に伴う見た目
への影響と機能障害の軽減に向け、
大学事業者による研究を支援すると
ともに、研究成果を都内の拠点病院
等（成人・小児）へ展開し、普及を
推進

指標設定なし（着実に推進） ― ー

がんゲノム医療に係る分かりやすい
情報提供を東京都がんポータルサイ
ト上で継続。医療機関間における役
割分担の明確化と医療機関及び都民
に対する周知の強化を図るととも
に、都民が相談できる窓口としてが
んゲノム医療中核拠点病院等のがん
相談情報センターの案内も行う。

引き続き、周術期口腔機能管理に対
応する歯科医師や歯科衛生士を育成
するとともに、研修修了者のいる歯
科医療機関の情報を東京都がんポー
タルサイトにおいて分かりやすく案
内
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がん医療

「東京都がん対策推進計画（第三次改定）ロジックモデル」：がん医療提供の充実

拠点病院等（成人・小児）における医療提供体制の充実（がんのリハビリテーション）
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

211118

拠点病院等は、所属する医師や看護
師、理学療法士、作業療法士、言語
聴覚士に対して、国が実施するがん
のリハビリテーション研修の受講を
推進

がんのリハビリテーションに係る業
務に携わる専門的な知識および技能
を有する理学療法士・作業療法士・
言語聴覚士が各１名以上配置されて
いる拠点病院等（成人）の数

29病院
（令和6年9月1日時点）

現況報告 211209
リハビリテーションの提
供拡大

外来及び緩和ケア病棟において、リ
ハビリテーションを「必要に応じて
実施している」と回答した拠点病院
等（成人・小児）の割合

【緩和ケア病棟】
32.7%
【外来】
44.9%
（令和４年度）

増やす
東京都がん
医療施設等
調査

-
緩和ケア病棟及び外来においても診
療報酬として適切に評価されるよ
う、国に対して提案要求を行う

指標設定なし（着実に実施） ― ー

拠点病院等（成人・小児）における医療提供体制の充実（患者が納得して治療を受けるための適切な情報提供）
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

-

東京都がん診療連携協議会とも連携
し、セカンドオピニオンに関する説
明が進まない背景等の実態を確認の
上、必要な取組について検討

指標設定なし（着実に検討） ― ー 211210
患者が納得して治療に臨
むことができること

セカンドオピニオンに関して医師か
らの説明を受けなかった患者の割合

39.0%
（令和４年度）

減らす
東京都
がん患者調査

211119

セカンドオピニオンに関する説明
や、問い合わせ窓口及び各施設の専
門性、オンラインでの対応可否等の
情報を、引き続き東京都がんポータ
ルサイトで発信

セカンドオピニオンに関する情報を
案内する東京都がんポータルサイト
のページの閲覧回数

33,080回
（令和6年度）

東京都がんポータ
ルサイト

拠点病院等（成人・小児）における医療提供体制の充実（ＢＣＰの検討）
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

-

【東京都がん診療連携協議会】
感染症発生・まん延時や災害発生時
のがん医療提供体制に係る検討を進
める

指標設定なし（着実に検討） ― ー -
感染症発生・まん延時や
災害発生時における適切
ながん医療の提供

指標設定なし ― ― ー

-

小児がんについては、東京都がん診
療連携協議会における議論や、小児
がん拠点病院が中心となって進めら
れている関東甲信越ブロック全体で
のＢＣＰについての議論を踏まえ、
検討を進める

指標設定なし（着実に検討） ― ー

-

東京都がん診療連携協議会及び小児
がん拠点病院と連携し、感染症発
生・まん延時や災害時等における都
民に対する情報提供の在り方を検討

指標設定なし（着実に検討） ― ー

地域の医療機関におけるがん医療提供体制の充実（拠点病院等（成人・小児）との連携推進）
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース # 分野別アウトカム 分野別アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

212101

東京都がん診療連携協議会等の場を
活用した好事例の紹介と支援によ
り、各医療圏における多職種参加の
症例検討会や緩和ケアに関する都民
への普及等の取組を進めることで、
全ての二次保健医療圏における関係
者の連携体制の構築を一層推進

東京都がん診療連携拠点病院機能強
化事業における「地域がん診療連携
推進事業」の実施医療圏数

4圏域
（令和6年度）

東京都調べ 212201
二次保健医療圏における
連携体制の構築推進

東京都がん診療連携拠点病院機能強
化事業における「地域がん診療連携
推進事業」の実施医療圏数

3医療圏
（令和４年度）

増やす 東京都調べ 200002
希望する場所で安心して
療養できたがん患者の割
合の増加

死亡前１か月間の療養生活につい
て、望んだ場所で過ごすことができ
た患者の割合

51.8%
（令和元年
度、２年度）

増やす

国立がん研究セン
ター
遺族調査
（都道府県別集
計）

-

東京都がん対策推進協議会におい
て、円滑な転退院及び在宅への移行
に向けた拠点病院等（成人・小児）
と地域の医療機関や在宅医療機関と
の連携に係る課題について検討

指標設定なし（着実に検討） ― ー

212102
引き続き、入退院支援に関わる人材
の育成を推進

東京都入退院時連携強化研修の受講
者数

研修修了者数426人
（令和６年度）

東京都調べ

-

地域連携クリティカルパスについ
て、東京都がん診療連携協議会や東
京都医師会等と連携し、今後の在り
方を検討

指標設定なし（着実に検討） ― ー

15



がん医療

「東京都がん対策推進計画（第三次改定）ロジックモデル」：がん医療提供の充実

地域の医療機関におけるがん医療提供体制の充実（在宅医療の推進）
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

212103

都は、多職種連携システムの一層の
活用を図ることで、地域の医療・介
護関係者の情報共有や連携を推進す
るとともに、東京都がんポータルサ
イトにおいて在宅医療を提供する医
療機関等の情報発信を推進します。

在宅療養を支える仕組みに関する東
京都がんポータルサイトのページの
閲覧数

417回
（令和6年度）

東京都がんポータ
ルサイト

212202 在宅医療提供体制の強化
死亡前１か月間の療養生活につい
て、望んだ場所で過ごすことができ
た患者の割合

51.8%
（令和元年度、２
年度）

増やす

国立がん研究セン
ター
遺族調査
（都道府県別集
計）

再掲

212104

口腔機能管理の必要性について、東
京都歯科医師会と連携して啓発を図
り、在宅医療における多職種連携を
一層推進

指標なし（着実に啓発を推進）
（確認中）

― ー 212203 在宅医療の質の向上

周術期口腔ケアについて
「聞いたことがあり、内容も知って
いる」
と回答した施設・事業所の割合

【がん診療を行う
病院】
60.7%
【在宅療養支援診
療所】
49.7%
【訪問看護ステー
ション】
43.4%
【介護保険サービ
ス事業所】
28.6%
（令和４年度）

増やす
東京都がん
医療施設等
調査

212105
地域に向けて在宅医療を担う人材育
成を実施している国拠点病院の数

29病院
（令和6年9月1日時点）

現況報告

212106
東京都小児・AYA世代がん診療連携
協議会における、在宅医療に関連す
る研修の実施回数

0回（令和６年度） 東京都調べ

212107
在宅医療参入促進セミナー（在宅参
入促進事業）の参加人数

合計156人(セミナー受講144人、個
別相談5人、同行研修7人)
（令和６年度）

東京都調べ

212108
地域の医療従事者向けに緩和ケアに
係る知識・技術を得る機会の充実を
図る

緩和ケア研修会の修了者数（拠点病
院等以外所属）

119名（3病院）
（令和6年度）

東京都調べ

緩和ケアを含む在宅医療を担う人材
育成について、国拠点病院、東京都
小児・AYA 世代がん診療連携協議会
及び都が、関係団体と連携し、推進
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緩和ケア

「東京都がん対策推進計画（第三次改定）ロジックモデル」：がんと診断された時からの切れ目のない緩和ケアの提供

都内の緩和ケアの提供体制の充実（拠点病院等（成人・小児）における取組）
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース # 分野別アウトカム 分野別アウトカム指標 現行値 目標値 データソース # 最終アウトカム 最終アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

221101

主治医や看護師等が患者・家族との
コミュニケーション等により、苦
痛・つらさを把握し対応することが
できるよう、拠点病院等（成人・小
児）は研修会等により基本的な緩和
ケアの技術向上を図る

緩和ケア研修修了者数
1,395名（47病院）
（令和6年度）

東京都調べ 221201

身体的な痛みや精神的な辛さなどの
状態を把握するための問診表への記
入や問診への回答を依頼されたこと
はないと回答した患者の割合

24.0%
（令和４年度）

減らす
東京都
がん患者調査

200003
がん患者及びその家族の
QOL（生活の質）の維
持向上

日常生活をがんにかかる前と同じよ
うに過ごすことができていると回答
した患者（手術や薬の副作用などは
あるが、以前と同じように生活でき
ていると回答した人を含む。）の割
合

66.8%
（令和４年
度）

増やす
東京都
がん患者調査

000001 がん死亡率の減少
がんの75歳未満年齢調
整死亡率（人口10万
対）

64.9
（令和４年）

54.8未満
国立がん研究セン
ターがん情報サー
ビス

221102

がん患者指導管理料ロ（※医師、看
護師又は公認心理師が患者の心理的
負担軽減のため面接実施）の算定件
数

30,025件
（令和５年度）

NDB 221202
身体の痛みや不快な症状について、
医療従事者に伝えた後、対応があり
改善したと回答した患者の割合

71.5%
（令和４年度）

増やす
東京都
がん患者調査

200002
希望する場所で安心して
療養できたがん患者の割
合の増加

死亡前１か月間の療養生活につい
て、望んだ場所で過ごすことができ
た患者の割合

51.8%
（令和元年
度、２年度）

増やす

国立がん研究セン
ター
遺族調査
（都道府県別集
計）

000002
全てのがん患者及びその
家族の苦痛の軽減並びに
療養生活の質の維持向上

日常生活をがんにかかる
前と同じように過ごすこ
とができていると回答し
た患者（手術や薬の副作
用などはあるが、以前と
同じように生活できてい
ると回答した人を含
む。）の割合

成人 66.8%
（令和４年
度）

小児 ―
（基準値な
し）

増やす

東京都
がん患者調査

東京都
小児がん患者調査

221103
緩和ケア診療加算（※緩和ケアチー
ムによる入院患者への診療実施）の
算定件数

148,396件
（令和５年度）

NDB 221203
心のつらさについて、医療従事者に
伝えた後、対応があり改善したと回
答した患者の割合

62.4%
（令和４年度）

増やす
東京都
がん患者調査

221104
外来緩和ケア管理料（※緩和ケア
チームによる外来患者への診療実
施）の算定件数

3,663件
（令和５年度）

NDB 221204
社会的な問題について、医療従事者
に伝えた後、対応があり改善したと
回答した患者の割合

55.6%
（令和４年度）

増やす
東京都
がん患者調査

221105

患者の苦痛・つらさに応じて、医療
従事者が必要に応じて専門的緩和ケ
アにつなげることができるよう、拠
点病院等（成人・小児）は、緩和ケ
アチームへ依頼する手順の明確化や
院内連携の強化を図る

緩和ケアチームの新規介入患者数

【国拠点29病院】
17,956人
【都拠点9病院】
2,557人
【都協力20病院】
3,333人
【都小児13病院】
103人
（令和５年）

現況報告 221205

「身体的なつらさがある時に、すぐ
に医療スタッフに相談できますか」
の問に対して 「とてもそう思う」
「ある程度そう思う」と回答した患
者の割合

49.2%
（平成30年度）

増やす

国立がん研究セン
ター患者体験調査
（都道府県別集
計）

221106
緩和ケア外来の年間新規診療患者数
（※自施設でがん診療を受けている
患者）

【国拠点29病院】
2,165人
【都拠点9病院】
308人
【都協力20病院】
820人
（令和５年）

現況報告 221206

「心のつらさがある時に、すぐに医
療スタッフに相談できますか」の問
に対して 「とてもそう思う」「ある
程度そう思う」と回答した患者の割
合

33.0%
（平成30年度）

増やす

国立がん研究セン
ター患者体験調査
（都道府県別集
計）

221107

緩和ケア外来への地域の医療機関か
らの年間新規紹介患者数（※緩和ケ
ア外来受診まで自施設でがん診療を
受けていなかった患者）

【国拠点29病院】
467人
【都拠点9病院】
92人
【都協力20病院】
1,003人
（令和５年）

現況報告 221207
死亡前１か月間の療養生活につい
て、痛みが少なく過ごせた患者の割
合

47.9%
（令和元年度、
２年度）

増やす

国立がん研究セン
ター
遺族調査
（都道府県別集
計）

221108
がん相談支援センターを有する病院
は、患者・家族の苦痛・つらさへの
相談支援を継続

がん相談支援センター年間の相談総
件数

【国拠点29病院】
81,051件
【都拠点9病院】
17,410件
【都協力20病院】
9,310件
【都小児13病院】
15,340件
（令和５年）

現況報告 221208
死亡前１か月間の療養生活につい
て、からだの苦痛が少なく過ごせた
患者の割合

41.4%
（令和元年度、
２年度）

増やす

国立がん研究セン
ター
遺族調査
（都道府県別集
計）

221109
医療用麻薬消費量（都道府県別集
計、モルヒネ換算合計）

483,153.597g
（令和元年）

厚労省提供データ 221209
死亡前１か月間の療養生活につい
て、おだやかな気持ちで過ごせた患
者の割合

45.6%
（令和元年度、
２年度）

増やす

国立がん研究セン
ター
遺族調査
（都道府県別集
計）

221110

神経ブロックの実施数（L101-神経
ブロック(神経破壊剤又は高周波凝固
法使用)-腹腔神経叢ブロック(神経破
壊剤又は高周波凝固法使用)の件数）

―（※10未満）
（令和５年度）

NDB 221210
診断時の緩和ケアとして、緩和ケア
チームへのつなぎを行っていると回
答した指定病院の割合

80.8%
（令和４年度）

増やす
東京都がん
医療施設等調査

221111
緩和的放射線照射の実施数（ M001-
3(直線加速器による放射線治療)の2
（1以外の場合）の件数）

653件
（令和５年度）

NDB 221211
診断時の緩和ケアとして、認定看護
師等の同席によるケアを行っている
と回答した指定病院の割合

80.8%
（令和４年度）

増やす
東京都がん
医療施設等調査

221112

診断時に必要な支援が患者・家族に
提供され、不安のある患者・家族が
相談窓口につながるほか、何か困っ
たときに主治医以外にも相談できる
と理解してもらえるよう、診断に関
わる医療従事者に対し診断時の緩和
ケアの理解促進を図り、患者・家族
への適切な配慮や情報提供を推進

がん患者指導管理料イ（※医師が看
護師と共同して診療方針等について
話し合い、その内容を文書等により
提供）の算定件数

11,978件
（令和５年度）

NDB 221212
診断時の緩和ケアとして、つらさの
スクリーニングを行っていると回答
した指定病院の割合

86.5%
（令和４年度）

増やす
東京都がん
医療施設等調査

221113

患者・家族が、どのような治療を受
けるのか、どこで緩和ケアを受ける
のかについて考え、医療従事者と相
談した上で、納得感をもって選択す
ることができるよう、早期からの医
療従事者と患者・家族とのコミュニ
ケーション、在宅療養に関する情報
提供及び院内関係者間の情報共有に
ついて、東京都がん診療連携協議会
と連携し推進

がん患者指導管理料イ（※医師が看
護師と共同して診療方針等について
話し合い、その内容を文書等により
提供）の算定件数

11,978件
（令和５年度）

NDB 再掲 221213
診断時の緩和ケアとして、がん相談
支援センターを患者へ紹介している
と回答した指定病院の割合

84.6%
（令和４年度）

増やす
東京都がん
医療施設等調査

-

地域で安心して緩和ケアを受けるこ
とができるよう、患者が拠点病院等
（成人）と併せて地域の医療機関も
受診し、地域の医療従事者との信頼
関係を構築するという選択肢につい
て、東京都がん診療連携協議会と連
携し、患者に対し啓発

指標設定なし（着実に啓発を行う） ― ー 221214
拠点病院等と日頃から地域連携して
いると回答した在宅療養支援診療所
の割合

56.6%
（令和４年度）

増やす
東京都がん
医療施設等調査

221114

都は、在宅療養を支える仕組みや在
宅で受けることができる緩和ケアに
ついての情報を東京都がんポータル
サイトにより効果的に発信

在宅療養を支える仕組みや在宅で受
けられる緩和ケアに関する東京都が
んポータルサイトのページ（今後制
作）の閲覧数

※新がんポータルサイトにて制作済
（来年度の協議会において令和７年
度実績を掲示）

東京都がんポータ
ルサイト

221215
拠点病院等と日頃から地域連携して
いると回答した地域連携薬局及び専
門医療機関連携薬局の割合

22.9%
（令和４年度）

増やす
東京都がん
医療施設等調査

診断時に必要な支援が患
者・家族に提供されるこ
と

診断時からの経時的な苦
痛・つらさの把握と適切
な対応の普及

医療従事者による患者の苦痛・つら
さへの適切な対応について、国が作
成したがんの緩和ケアに関する資材
も活用しながら、東京都がん診療連
携協議会と連携し、促進

緩和ケア外来について、拠点病院等
（成人）は、緩和ケア外来の周知を
強化するとともに、地域からの受入
れ時には主治医等との情報共有を図
りながら対応

痛みの軽減に当たり、医療用麻薬だ
けでなく、緩和的放射線治療や神経
ブロック等の活用を考慮することが
できるよう、東京都がん診療連携協
議会と連携して、対応可能な施設の
情報を集約し、周知
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緩和ケア

「東京都がん対策推進計画（第三次改定）ロジックモデル」：がんと診断された時からの切れ目のない緩和ケアの提供

221115

患者・家族が地域で安心して緩和ケ
アを受けることができるよう、拠点
病院等（成人）は、退院に向けたカ
ンファレンスを地域・在宅医療機関
の多職種とともに実施するほか、圏
域ごとの研修、意見交換会等を実施

拠点病院等１施設当たりの緩和ケア
に関する地域連携推進のための多施
設合同会議の開催数

【国拠点29病院】
平均2.8回
【都拠点9病院】
平均3回
【都協力20病院】
平均1回
（令和５年）

現況報告 221216
拠点病院等と日頃から地域連携して
いると回答した訪問看護ステーショ
ンの割合

52.3%
（令和４年度）

増やす
東京都がん
医療施設等調査

-

拠点病院等（成人）は、緩和ケア
チームが緩和ケアに係る相談を受
け、助言を行っていることについ
て、地域の医療機関への周知を行う

指標設定なし（着実に周知を行う） ― ー 221217

拠点病院の緩和ケア専門医等による
専門的緩和ケアのアドバイスについ
て、必要な時に受けていると回答し
た在宅療養支援診療所の割合

26.6%
（令和４年度）

増やす
東京都がん
医療施設等調査

-
都は、東京都がん診療連携協議会に
おける、地域連携の好事例の共有や
連携体制構築のための取組を支援

指標設定なし（着実に支援を行う） ― ー 221218

拠点病院の緩和ケア専門医等による
専門的緩和ケアのアドバイスについ
て、必要な時に受けていると回答し
たがん性疼痛緩和指導管理料算定病
院の割合

25.8%
（令和４年度）

増やす
東京都がん
医療施設等調査

221116

都は、広域的な退院支援の促進に向
け、東京都がん診療連携協議会と連
携し、都内の緩和ケア提供体制につ
いて情報を集約し、東京都がんポー
タルサイトの内容を充実

都内の緩和ケア提供体制に関する東
京都がんポータルサイトのページ
（今後制作）の閲覧数

※新がんポータルサイトにて制作済
（来年度の協議会において令和７年
度実績を掲示）

東京都がんポータ
ルサイト

都内の緩和ケアの提供体制の充実（拠点病院等（成人・小児）以外の病院における緩和ケアの推進）
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

221117

がん診療に携わる全医療従事者が患
者の苦痛・つらさを把握でき、基本
的な緩和ケアを提供し、必要に応じ
て専門的緩和ケアにつなげることが
できるよう、都は、緩和ケアに関す
る研修会等の受講を促進

緩和ケア研修修了者数
1,395名（47病院）
（令和6年度）

東京都調べ 再掲 221219
診断時からの経時的な苦
痛・つらさの把握と適切
な対応の普及

がん診療に携わるすべての医療従事
者により、初診時から一貫して緩和
ケアを提供できている、どちらかと
いえばできていると回答したがん性
疼痛緩和指導管理料算定病院の割合

26.7%
（令和４年度）

増やす
東京都がん
医療施設等調査

221118

がん患者指導管理料ロ（※医師、看
護師又は公認心理師が患者の心理的
負担軽減のため面接実施）の算定件
数

30,025件
（令和５年度）

NDB 再掲 221220

診断時の緩和ケアとして、緩和ケア
チームへのつなぎを行っていると回
答したがん性疼痛緩和指導管理料算
定病院の割合

52.9%
（令和４年度）

増やす
東京都がん
医療施設等調査

221119
緩和ケア診療加算（※緩和ケアチー
ムによる入院患者への診療実施）の
算定件数

148,396件
（令和５年度）

NDB 再掲 221221

診断時の緩和ケアとして、認定看護
師等の同席によるケアを行っている
と回答したがん性疼痛緩和指導管理
料算定病院の割合

41.2%
（令和４年度）

増やす
東京都がん
医療施設等調査

221120
外来緩和ケア管理料（※緩和ケア
チームによる外来患者への診療実
施）の算定件数

3,663件
（令和５年度）

NDB 再掲 221222

診断時の緩和ケアとして、つらさの
スクリーニングを行っていると回答
したがん性疼痛緩和指導管理料算定
病院の割合

38.2%
（令和４年度）

増やす
東京都がん
医療施設等調査

221121
医療用麻薬消費量（都道府県別集
計、モルヒネ換算合計）

483,153.597g
（令和元年）

厚労省提供データ 再掲

221122

神経ブロックの実施数（L101-神経
ブロック(神経破壊剤又は高周波凝固
法使用)-腹腔神経叢ブロック(神経破
壊剤又は高周波凝固法使用)の件数）

―（※10未満）
（令和５年度）

NDB 再掲

221123
緩和的放射線照射の実施数（ M001-
3(直線加速器による放射線治療)の2
（1以外の場合）の件数）

653件
（令和５年度）

NDB 再掲

221124
都は、療養の移行期を支援できる緩
和ケア外来に関する情報発信を強化

緩和ケア外来に関する東京都がん
ポータルサイトのページ（今後制
作）の閲覧数

※新がんポータルサイトにて制作済
（来年度の協議会において令和７年
度実績を掲示）

東京都がんポータ
ルサイト

221125

緩和ケア病棟から円滑に転院が行わ
れ、切れ目のない緩和ケアが提供さ
れるよう、都は地域の病院における
緩和ケア提供体制について効果的に
発信

地域の病院における緩和ケア提供体
制に関する東京都がんポータルサイ
トのページの閲覧数

25,763回
（令和6年度）

東京都がんポータ
ルサイト

221126

診断時に必要な支援が患者・家族に
提供され、不安のある患者・家族が
相談窓口につながるほか、何か困っ
たときに主治医以外にも相談できる
と理解してもらえるよう、都は、地
域の病院でがんの診断に関わる医療
従事者に対し診断時の緩和ケアの理
解促進を図り、患者・家族への適切
な配慮や情報提供を推進

がん患者指導管理料イ（※医師が看
護師と共同して診療方針等について
話し合い、その内容を文書等により
提供）の算定件数

11,978件
（令和５年度）

NDB 再掲

221127
がん相談支援センターの新規相談件
数（自施設の患者・家族以外の患
者・家族・地域住民等による相談）

【国拠点29病院】
5,697件
【都拠点9病院】
464件
【都協力20病院】
765件
（令和５年）

現況報告

221128

緩和ケア外来への地域の医療機関か
らの年間受診延べ数（※緩和ケア外
来受診まで自施設でがん診療を受け
ていなかった患者）

【国拠点29病院】
467人
【都拠点9病院】
92人
【都協力20病院】
1,003人
（令和５年）

現況報告

患者・家族が地域で安心
して緩和ケアを受けられ
ること

がん診療に携わる全医療従事者が緩
和ケアの必要性を理解することがで
きるよう、都は、東京都がん診療連
携協議会と連携し、緩和ケアについ
ての啓発を実施

痛みの軽減に当たり、医療用麻薬だ
けでなく、緩和的放射線治療や神経
ブロック等の活用の考慮など、必要
に応じて専門的緩和ケアにつなげる
ことができるよう、都は、地域の病
院に対し、拠点病院等（成人）の緩
和ケアチームに相談できることを啓
発

都は、患者・家族に対し、がん相談
支援センターは誰でも利用できるこ
とや拠点病院等（成人）に設置され
ている緩和ケア外来で受けることが
できる支援について普及啓発を実施

診断時に必要な支援が患
者・家族に提供されるこ
と
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緩和ケア

「東京都がん対策推進計画（第三次改定）ロジックモデル」：がんと診断された時からの切れ目のない緩和ケアの提供
都内の緩和ケアの提供体制の充実（緩和ケア病棟における緩和ケアの推進）
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

221129

都は緩和ケア病棟における専門性の
高い緩和ケアの提供に向け、緩和ケ
ア病棟の施設や設備の整備を引き続
き支援

東京都緩和ケア病棟施設設備整備費
補助実績（施設・設備）

6病院
（令和6年度）

東京都調べ -
患者・家族が緩和ケア病
棟で安心して緩和ケアを
受けられること

指標設定なし（着実に推進） ― ― ー

221130

緩和ケア病棟での療養を希望する患
者が円滑に緩和ケア病棟につながる
ことができるよう、緩和ケア病棟に
ついて、東京都がんポータルサイト
の内容を充実

緩和ケア病棟に関する東京都がん
ポータルサイトのページの閲覧数

25,763回
（令和6年度）

東京都がんポータ
ルサイト

都内の緩和ケアの提供体制の充実（在宅緩和ケアの推進）
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

221131

患者が自宅など希望する場所で療養
することができるよう、拠点病院等
（成人・小児）は、地域の医療・介
護関係者が参加する退院に向けたカ
ンファレンスや意見交換会を実施す
る等、拠点病院等と地域の医療・介
護関係者の連携を推進するととも
に、都は、緊急緩和ケア病床（入院
治療を要する重度の苦痛に緊急的に
対応するための病床）を確保する国
拠点病院を引き続き支援

拠点病院等１施設当たりの緩和ケア
に関する地域連携推進のための多施
設合同会議の開催数

【国拠点29病院】
平均2.8回
【都拠点9病院】
平均3回
【都協力20病院】
平均1回
（令和５年）

現況報告 再掲 221223
自施設では、７〜９割以上のがん患
者の緩和ケアに対応できていると回
答した在宅療養支援診療所の割合

47.8%
（令和４年度）

増やす
東京都がん
医療施設等調査

-

都は、在宅療養に携わる医療従事者
が基本的な緩和ケアを提供すること
ができるよう、地域の医療従事者を
対象とした研修、症例検討会等を推
進

指標設定なし（着実に推進） ― ー 221224

自施設では、７〜９割以上のがん患
者の緩和ケアに対応できていると回
答した地域連携薬局及び専門医療機
関連携薬局の割合

30.2%
（令和４年度）

増やす
東京都がん
医療施設等調査

-

患者の苦痛・つらさに応じて、必要
に応じて専門的緩和ケアにつなぐこ
とができるよう、都は、在宅療養に
携わる医療従事者に対し、拠点病院
等（成人）の緩和ケアチームに相談
できることを周知

指標設定なし（着実に周知） ― ー 221225
自施設では、７〜９割以上のがん患
者の緩和ケアに対応できていると回
答した訪問看護ステーションの割合

67.8%
（令和４年度）

増やす
東京都がん
医療施設等調査

緩和ケアに係る人材育成の充実・強化
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

222101

都は、緩和ケア研修会について、が
ん診療に携わる全ての医師や受講意
欲のある多職種の医療従事者が受講
することができるよう、拠点病院等
（成人）で受入人数や開催回数の拡
大など受講機会の更なる確保を図る

緩和ケア研修会の修了者数（都内の
拠点病院等所属・拠点病院等以外所
属）

1,514名（50病院）
（令和6年度）

東京都調べ 222201

がん治療に携わる医師について、緩
和ケアに関する知識・技術が充足し
ている、やや充足していると回答し
たがん性疼痛緩和指導管理料算定病
院の割合

25.8%
（令和４年度）

増やす
東京都がん
医療施設等調査

222102
都は、必要な知識・技術を学べる研
修機会の提供に向け、引き続き多職
種を対象とした研修の実施を推進

都主催の緩和ケアに関する研修会の
実施回数及び参加人数

3回・32名 東京都調べ 222202

医師について、緩和ケアに関する知
識・技術が充足している、やや充足
していると回答した在宅療養支援診
療所の割合

52.5%
（令和４年度）

増やす
東京都がん
医療施設等調査

222103
緩和ケアに関する研修情報の東京都
がんポータルサイトの掲載回数

約11回
（令和６年度）

東京都調べ 222203

看護師について、緩和ケアに関する
知識・技術が充足している、やや充
足していると回答したがん性疼痛緩
和指導管理料算定病院の割合

16.1%
（令和４年度）

増やす
東京都がん
医療施設等調査

222104
緩和ケア研修会に関する東京都がん
ポータルサイトのページの閲覧数

1,221回
（令和6年度）

東京都調べ 222204

看護師について、緩和ケアに関する
知識・技術が充足している、やや充
足していると回答した訪問看護ス
テーションの割合

51.9%
（令和４年度）

増やす
東京都がん
医療施設等調査

222105

都は、引き続き緩和ケアの専門資格
を有する医療人材の育成を支援する
ことで、地域の病院における緩和ケ
アの質の向上を図る

東京都がん看護専門看護師等資格取
得支援事業補助実績

０病院
（令和６年度）

東京都調べ 222205

医療ソーシャルワーカーについて、
緩和ケアに関する知識・技術が充足
している、やや充足していると回答
したがん性疼痛緩和指導管理料算定
病院の割合

29.1%
（令和４年度）

増やす
東京都がん
医療施設等調査

-

都は、拠点病院等（成人）と地域の
医療機関間で連携して診療するに当
たっての地域の医療機関側に必要と
なる知識やその役割について、理解
促進を図る

指標設定なし（着実に促進） ― ー 222206

薬剤師について、緩和ケアに関する
知識・技術が充足している、やや充
足していると回答したがん性疼痛緩
和指導管理料算定病院の割合

35.5%
（令和４年度）

増やす
東京都がん
医療施設等調査

222207

薬剤師について、緩和ケアに関する
知識・技術が充足している、やや充
足していると回答した地域連携薬局
及び専門医療機関連携薬局の割合

4.2%
（令和４年度）

増やす
東京都がん
医療施設等調査

苦痛・つらさに対する適
切なケア・治療の普及

患者・家族が在宅で安心
して緩和ケアを受けられ
ること

都は、東京都がんポータルサイトに
おいて、拠点病院等（成人・小児）
や地域の医療機関等が開催する緩和
ケア研修会を含めた緩和ケアに係る
研修を広く周知することで、各種研
修の受講を促進
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緩和ケア

「東京都がん対策推進計画（第三次改定）ロジックモデル」：がんと診断された時からの切れ目のない緩和ケアの提供

都民の緩和ケアに関する正しい理解の促進
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

-

人生の最終段階（終末期）だけでは
なく、診断時から緩和ケアを受ける
ことができることを知り、自分らし
い生活を続けるための支援体制の存
在を理解することができるよう、都
は、都民向けに、様々な媒体により
緩和ケアに関する情報を効果的に発
信

指標設定なし（着実に発信） ― ー 223201
緩和ケアのイメージについて「がん
と診断された時から受けられるもの
である」と回答した都民の割合

19.0%
（複数回答）
（令和４年度）

増やす 都民意識調査

223101

都は、患者・家族向けに、主治医、
看護師、がん相談支援センターの相
談員等にあらゆる苦痛・つらさにつ
いても相談ができることを、啓発資
材も活用しながら普及啓発を強化

都民向けがん相談支援センター啓発
動画の再生回数

1,603回（令和7年7月4日時点） 東京都調べ 223202

緩和ケアのイメージについて「がん
が進行し、治療ができなくなった場
合の最後の手段である」と回答した
都民の割合

35.9%
（複数回答）
（令和４年度）

減らす 都民意識調査

-

がん診療に携わる全医療従事者が、
患者・家族へ緩和ケアや受けること
ができる支援について適切な情報提
供ができるよう、都は医療従事者に
対し啓発

指標設定なし（着実に啓発） ― ー 223203

緩和ケアのイメージについて「がん
の治療などによる身体の痛みだけで
なく、不安などの精神的苦痛や、医
療費・仕事などに関する社会的苦痛
による痛みや辛さを軽減することで
ある」と回答した都民の割合

49.8%
（複数回答）
（令和４年度）

増やす 都民意識調査

223204

緩和ケアのイメージについて「抗が
ん剤や放射線の治療などができなく
なった時期から始める、痛みなどの
苦痛を和らげるためのケア」と回答
した患者の割合

45.7%
（択一）
（令和４年度）

減らす
東京都
がん患者調査

223205
緩和ケアの内容や範囲について説明
を受けたことがあると回答した患者
の割合

24.5%
（令和４年度）

増やす
東京都
がん患者調査

都民の緩和ケアへの理解
度向上
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小児・AYA世代

「東京都がん対策推進計画（第三次改定）ロジックモデル」：小児・AYA世代のがん医療に特有の事項

小児がん患者に関する事項
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース # 分野別アウトカム 分野別アウトカム指標 現行値 目標値 データソース # 最終アウトカム 最終アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

-

引き続き、東京都移行期医療支援セ
ンターを中心に、小児診療科と成人
診療科の間での連携体制の構築や、
患者の自律・自立の支援を推進

指標設定なし（着実に推進） ― ー -
小児診療科から成人診療
科への適切な移行の実現

指標設定なし ― ― ー 200004
小児がん診療の質の向上
及び均てん化

小児がん患者のがんの診断・治療全
体の総合評価（平均点）

―
（基準値な
し）

増やす
東京都
小児がん患者調査

000001 がん死亡率の減少
がんの75歳未満年齢調
整死亡率（人口10万
対）

64.9
（令和４年）

54.8未満
国立がん研究セン
ターがん情報サー
ビス

-
小児がん患者による自
立・自律

指標設定なし ― ― ー 000002
全てのがん患者及びその
家族の苦痛の軽減並びに
療養生活の質の維持向上

日常生活をがんにかかる
前と同じように過ごすこ
とができていると回答し
た患者（手術や薬の副作
用などはあるが、以前と
同じように生活できてい
ると回答した人を含
む。）の割合

成人 66.8%
（令和４年
度）

小児 ―
（基準値な
し）

増やす

東京都
がん患者調査

東京都
小児がん患者調査

AYA世代がん患者に関する事項
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース # 分野別アウトカム 分野別アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

-

拠点病院等（成人・小児）における
AYA 支援チームの設置状況、メン
バー構成及び活動状況を把握し、東
京都がん診療連携協議会と連携して
好事例を共有することで、各病院に
おけるAYA 支援チームの設置促進と
機能向上を図る

指標設定なし（着実に設置促進・機
能向上）

― ー 232201
AYA支援チーム設置病院
の増加

AYA 支援チームについて「設置され
ている」と回答した指定病院の割合

30.4%
（令和４年度）

増やす
東京都がん
医療施設等調査

200005
AYA世代のがん診療の質
の向上及び均てん化

若年がん患者のがんの診断・治療全
体の総合評価（平均点）

―
（基準値な
し）

増やす

国立がん研究セン
ター
患者体験調査
（都道府県別集
計）

-

東京都がん診療連携協議会と東京都
小児・AYA 世代がん診療連携協議会
で連携し、AYA 世代がん患者への医
療提供体制の在り方を検討

指標設定なし（着実に検討） ― ー 232202
AYA支援チームの認知度
向上

AYA 支援チームについて「知ってい
る」と回答した患者の割合

―
（基準値なし）

増やす
東京都
がん患者調査

小児・AYA世代のがん患者に共通の事項（長期フォローアップの推進）
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース # 分野別アウトカム 分野別アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

233101

【東京都小児・AYA 世代がん診療連
携協議会及び東京都がん診療連携協
議会】
相互に連携し、各医療機関における
取組事例の共有も図りながら、引き
続き、長期フォローアップの提供体
制の構築を進める

小児がん経験者に対する成人後の長
期フォローアップの実施状況につい
て、「実施していない」と回答した
指定病院の数

46.7%・28施設（令和7年度）
※東京都がん診療連携協議会による
調査

東京都がん
医療施設等調査

233201

小児がん経験者に対する成人後の長
期フォローアップの実施状況につい
て、「実施していない」と回答した
指定病院の割合

34.8%
（令和４年度）

減らす
東京都がん
医療施設等調査

200004
小児がん診療の質の向上
及び均てん化

小児がん患者のがんの診断・治療全
体の総合評価（平均点）

―
（基準値な
し）

増やす
東京都
小児がん患者調査

再掲

233102

各医療機関における長期フォロー
アップの対応可否を把握し、対応可
能な医療機関について東京都がん
ポータルサイトを通じて情報発信を
行うとともに、がん相談支援セン
ターでも案内できる体制を整える

長期フォローアップに関する情報を
掲載する東京都がんポータルサイト
のページ（今後制作）の閲覧数

※新がんポータルサイトにて制作済
（来年度の協議会において令和７年
度実績を掲示）

東京都がんポータ
ルサイト

233202
長期フォローアップの必要性につい
て「知っている」と回答したがん患
者の割合

（成人）
―
（基準値なし）

（小児）
―
（基準値なし）

増やす

東京都
がん患者調査
（新規項目）

東京都
小児がん患者調査
（新規項目）

200005
AYA世代のがん診療の質
の向上及び均てん化

若年がん患者のがんの診断・治療全
体の総合評価（平均点）

―
（基準値な
し）

増やす

国立がん研究セン
ター
患者体験調査
（都道府県別集
計）

再掲

233103

定期健康診断を通じて晩期合併症の
可能性を疑うことができるようにす
る等、小児・AYA 世代のがん経験者
自らが行動できる仕組みについて検
討

指標設定なし（着実に検討） ― ー

小児・AYA世代のがん患者に共通の事項（生殖機能温存療法実施体制の充実）
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

233104

情報提供や意思決定の支援が、個々
の患者の状態に応じて適切に行われ
るよう、東京都がん・生殖医療連携
ネットワークにおいて、研修会やセ
ミナー等による人材育成等を推進

東京都がん・生殖医療連携ネット
ワークによる研修会・セミナー等の
回数・参加人数

3回・294名（令和６年度） 東京都調べ 233203
生殖機能温存療法に係る
情報提供の確実な実施

生殖機能の温存療法について説明を
受けた患者の割合

72.4%
（令和４年度）

増やす
東京都
がん患者調査

長期フォローアップを受
けている患者の増加
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高齢者

「東京都がん対策推進計画（第三次改定）ロジックモデル」：高齢者のがん医療に特有の事項

医療・介護関係者による連携の推進
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース # 分野別アウトカム 分野別アウトカム指標 現行値 目標値 データソース # 最終アウトカム 最終アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

-

【国拠点病院等】
引き続き、地域の病院や在宅療養支
援診療所、訪問看護ステーション及
び介護事業所等との情報共有や連携
を推進

指標設定なし
（引き続き実施）

― ー 241201
医療・介護関係者の連携
に基づくがん医療提供

がんの診断・治療全体の総合的評価
（平均点）

8.3
（平成30年度）

増やす

国立がん研究セン
ター
患者体験調査
（都道府県別集
計）

200006
高齢者のがん診療の質の
向上及び均てん化

がんの診断・治療全体の総合的評価
（平均点）

8.3
（平成30年度）

増やす

国立がん研究セン
ター
患者体験調査
（都道府県別集
計）

000001 がん死亡率の減少
がんの75歳未満年齢調
整死亡率（人口10万
対）

64.9
（令和４年）

54.8未満
国立がん研究セン
ターがん情報サー
ビス

241101

東京都がんポータルサイトにおい
て、がんの在宅医療に対応可能な医
療機関の情報等の掲載を推進するこ
とで、国拠点病院等と地域の医療・
介護関係者による連携推進を後押し

がんの在宅医療に対応可能な医療機
関の情報等を掲載する東京都がん
ポータルサイトのページの閲覧回数

417回
（令和6年度）

東京都がんポータ
ルサイト

200002
希望する場所で安心して
療養できたがん患者の割
合の増加

死亡前１か月間の療養生活につい
て、望んだ場所で過ごすことができ
た患者の割合

51.8%
（令和元年度、
２年度）

増やす

国立がん研究セン
ター
遺族調査
（都道府県別集
計）

000002
全てのがん患者及びその
家族の苦痛の軽減並びに
療養生活の質の維持向上

日常生活をがんにかかる
前と同じように過ごすこ
とができていると回答し
た患者（手術や薬の副作
用などはあるが、以前と
同じように生活できてい
ると回答した人を含
む。）の割合

成人 66.8%
（令和４年
度）

小児 ―
（基準値な
し）

増やす

東京都
がん患者調査

東京都
小児がん患者調査

意思決定支援の推進
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

-

高齢がん患者やその家族の意思決定
支援の推進のため、国が作成してい
る「高齢者のがん診療における意思
決定の手引き」等の資材について、
引き続き周知

指標設定なし
（確実に周知）

― ー 241202
高齢がん患者に対する意
思決定支援の普及

患者と医師間で最期の療養場所に関
する話し合いがあったと回答した人
の割合

36.4%
（令和元年度、
２年度）

増やす

国立がん研究セン
ター
遺族調査
（都道府県別集
計）

241102
地域の医療・介護関係者や病院ス
タッフ向けのACPに関する研修等を
開催

ACPに関する研修の開催回数・参加
人数

開催回数２回、合計595名（内訳：
リアルタイムオンライン講義１回・
555名、グループワーク１回・40
名）
（令和６年度）

東京都調べ

14
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相談支援

「東京都がん対策推進計画（第三次改定）ロジックモデル」：相談支援の充実

がん相談支援センターについて（がん相談支援センターへのつなぎの推進）
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース # 分野別アウトカム 分野別アウトカム指標 現行値 目標値 データソース # 最終アウトカム 最終アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

311101

外来初診時から治療開始までを目途
にがん相談支援センターの存在及び
場所、相談できる内容を患者や家族
に案内し、相談を希望する患者や家
族ががん相談支援センターを訪問す
ることができる体制を整備

外来初診時から治療開始までの間
に、医療者（医師・看護師・事務職
等）から患者・家族にがん相談支援
センターの案内を行っている拠点病
院等（成人・小児）の数

【国拠点29病院】
27病院
【都拠点9病院】
8病院
【都協力20病院】
9病院
（令和６年９月１日時点）

現況報告 311201
支援窓口へのアクセス向
上

病状や療養に関することについて、
家族、がん相談支援センター、医療
者、ピア・サポーター、患者団体
等、誰かに「相談できた」と回答し
た患者の割合

61.0%
（令和４年度）

増やす
東京都
がん患者調査

300001 患者の精神的苦痛の軽減
精神心理的苦痛を抱えるがん患者の
割合

36.8%
（平成30年度）

減らす

国立がん研究セン
ター
患者体験調査
（都道府県別集
計）

000002
全てのがん患者及びその
家族の苦痛の軽減並びに
療養生活の質の維持向上

日常生活をがんにかかる
前と同じように過ごすこ
とができていると回答し
た患者（手術や薬の副作
用などはあるが、以前と
同じように生活できてい
ると回答した人を含
む。）の割合

成人 66.8%
（令和４年
度）

小児 ―
（基準値な
し）

増やす

東京都
がん患者調査

東京都
小児がん患者調査

311102
院内でのがん相談支援センターの認
知度向上や意識醸成を進める

院内スタッフに対してがん相談支援
センターの周知を行っている拠点病
院等（成人・小児）の数

R8調査実施予定
東京都がん
医療施設等調査
（新規項目）

311202
がん相談支援センターの
認知度向上

がん相談支援センターが病院内にあ
ることを知っている患者の割合

77.8%
（令和４年度）

増やす
東京都
がん患者調査

-

東京都がん診療連携協議会で、がん
相談支援センターを有する病院にお
ける取組の好事例を共有し、各病院
における取組が進むよう支援

指標設定なし（着実に支援を行う） ― ー

311103

がん相談支援センターが設置されて
いる病院以外の医療機関の患者にが
ん相談支援センターを周知するた
め、広報資材を作成し配布

都からがん相談支援センターの広報
資材を展開した医療機関数
（拠点病院等を除く）

R7実施予定 東京都調べ

311104
がん相談支援センターを案内する東
京都がんポータルサイトのページの
閲覧数

5,551回
（令和6年度）

東京都がんポータ
ルサイト

311105
がん相談支援センターを案内する東
京都公式SNSへの投稿数及びインプ
レッション数

R7実施予定 東京都公式SNS

がん相談支援センターについて（がん相談支援センターの質の向上）
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

311106
東京都がん診療連携協議会による相
談員向けの研修開催回数・参加人数

１回・35名
（令和６年度）

東京都調べ 311203 質の高い相談支援の提供
がん相談支援センターを利用したこ
とがあり、「今後も利用したい」と
回答した患者の割合

61.0%
（令和４年度）

増やす
東京都
がん患者調査

311107
東京都小児・AYA世代がん診療連携
協議会における相談員向けの研修実
施回数・人数

1回・17名
（令和６年度）

東京都調べ

-
相談員に対し、引き続き、国立がん
研究センターが開催する研修会への
参加を促進

指標設定なし（着実に促進を行う） ― ー

311108

AYA世代がん相談情報センターにお
ける情報集約及び各病院のがん相談
支援センターへのノウハウの共有を
推進

AYA世代がん相談情報センターでの
相談件数

104件（令和６年度） 東京都調べ

がん相談支援センターについて（多様な相談ニーズへの対応）
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

311109

多様なニーズや様々な背景を有する
患者・家族に対応できる相談窓口に
ついて周知・広報を強化するととも
に、各相談窓口の多言語対応状況に
ついても案内を行う

多様なニーズに対応できる相談窓口
を案内する東京都公式SNSへの投稿
数及びインプレッション数

R7実施予定 東京都公式SNS 311204
多様な相談ニーズへの対
応

休日及び夜間における相談件数
休日：15件
夜間：91件

増やす
機能強化事業
実績報告書

-

都は、オンラインでの相談環境を整
え、アクセシビリティの向上を図る
ため、各がん相談支援センターにお
ける設備整備を支援

指標設定無し（着実に向上） ― ー 311205
相談支援へのアクセシビ
リティの向上

オンラインでの相談支援について
「実施している（患者へ周知・広報
している）」と回答した拠点病院等
（成人・小児）の割合

9.6%
（令和４年度）

増やす
東京都がん
医療施設等調査

患者団体・患者支援団体
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

312101
東京都がんポータルサイトにおいて
患者団体等の情報掲載を推進

掲載している患者団体等の数
35団体
（令和６年度）

東京都がんポータ
ルサイト

312201
支援窓口へのアクセス向
上

患者団体等が開催するイベントにつ
いて「参加したいと思っているが、
参加したことはない」「存在を知ら
なかった」と回答した患者の割合

―
（基準値なし）

減らす
東京都
がん患者調査

312102
東京都がんポータルサイトにおいて
患者団体等によるイベント開催情報
等の掲載を推進

東京都がんポータルサイトへのイベ
ント情報の掲載件数

4回
（令和６年度）

東京都がんポータ
ルサイト

ピアサポート及び患者サロン
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

313101

ピア・サポーターの養成研修に取り
組み、養成研修を修了したピア・サ
ポーターの情報を分かりやすい形で
拠点病院等（成人・小児）に対して
情報提供

ピア・サポーター養成研修の修了者
数

研修開催実績 ３回
研修修了者数 57名
（令和６年度）

東京都調べ 313201

ピア・サポートについて「受けたい
と思っているが、受けたことはな
い」「存在を知らない」と回答した
患者の割合

受けたいと思っ
ているが、受け
たことはない
14.8%
存在を知らない
45.1%
（令和４年度）

減らす
東京都
がん患者調査

-

患者サロンの開催を推進するため
に、都は、東京都がん診療連携協議
会と連携し、好事例の共有等を行う
とともに、必要な環境整備を支援

指標設定無し（着実に支援を進める
こと）

― ー 313202

患者サロンについて「参加したいと
思っているが、参加したことはな
い」「存在を知らなかった」と回答
した患者の割合

参加したいと
思っているが、
参加したことは
ない
15.3%
存在を知らない
34.4%
（令和４年度）

減らす
東京都
がん患者調査

313102

ピア・サポート及び患者サロンの開
催情報を、東京都がんポータルサイ
トで分かりやすく発信するととも
に、拠点病院等（成人・小児）と連
携し、がん相談情報センターによる
案内も推進

東京都がんポータルサイトへのピ
ア・サポート及び患者サロンの開催
情報の掲載件数

5回
（令和６年度）

東京都がんポータ
ルサイト

東京都がんポータルサイトやSNSに
よって、がん相談支援センターの存
在や相談できる内容、都内における
設置場所について、効果的な情報提
供を推進

東京都がん診療連携協議会及び東京
都小児・AYA世代がん診療連携協議
会において、相談員向けの研修を実
施

支援窓口へのアクセス向
上
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情報提供

「東京都がん対策推進計画（第三次改定）ロジックモデル」：情報提供の充実

情報提供の充実・強化
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース # 分野別アウトカム 分野別アウトカム指標 現行値 目標値 データソース # 最終アウトカム 最終アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

321101 SNSを利用した広報の実施回数
１回（LINE及びX）
（令和７年６月３０日時点）

東京都調べ 321201
がんポータルサイトの利
用促進

東京都がんポータルサイトについて
「見たことがある」と回答した患者
の割合

3.9%
（令和４年度）

増やす
東京都
がん患者調査

300002
患者・家族による適切か
つ十分な情報の入手

必要な情報を十分に得られていると
感じる患者（小児がんにおいては保
護者）の割合

―
（基準値な
し）

増やす

東京都
がん患者調査
（新規項目）

東京都
小児がん患者調査
（新規項目）

000002
全てのがん患者及びその
家族の苦痛の軽減並びに
療養生活の質の維持向上

日常生活をがんにかかる
前と同じように過ごすこ
とができていると回答し
た患者（手術や薬の副作
用などはあるが、以前と
同じように生活できてい
ると回答した人を含
む。）の割合

成人 66.8%
（令和４年
度）

小児 ―
（基準値な
し）

増やす

東京都
がん患者調査

東京都
小児がん患者調査

321102

東京都がんポータルサイトと相互リ
ンクをしている拠点病院等（成人・
小児）及び患者団体等のウェブサイ
トの数

13件
（令和６年度）

東京都調べ 321202
分かりやすい情報提供の
実現

東京都がんポータルサイトについ
て、医療機関の選択や療養上の悩み
の解決、がんに対する理解の促進に
「役立った」と回答した患者の割合

―
（基準値なし）

増やす
東京都
がん患者調査
（新規項目）

-

効果的な情報発信と患者にとっての
利便性の向上のため、伝えたいメッ
セージとターゲットを明確化し、患
者・家族向けの情報を、がんと診断
されてから患者が経験する過程に
沿った形で発信

指標設定なし
（着実に実施する）

― −

-
都民や企業向けに作成した普及啓発
資材等を効果的に活用するととも
に、積極的にPR

指標設定なし
（効果的に活用する）

― −

東京都がん診療連携協議会及び小児がん拠点病院との連携
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

-

東京都がん診療連携協議会及び小児
がん拠点病院と連携して、都内のが
ん医療や相談支援に関する窓口・機
関等の実績及びアクセスに係る情報
等を集約し、効果的に案内

指標設定なし
（適切に連携する）

― − 322202
分かりやすい情報提供の
実現

東京都がんポータルサイトについ
て、医療機関の選択や療養上の悩み
の解決、がんに対する理解の促進に
「役立った」と回答した患者の割合

―
（基準値なし）

増やす
東京都
がん患者調査
（新規項目）

再掲

科学的根拠に乏しい情報への注意喚起
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

323101

科学的根拠に乏しい情報が多く存在
していることについて、東京都がん
ポータルサイトやSNS、患者・家族
向けの普及啓発資材等を活用し、注
意喚起を行うとともに、「医療機関
ネットパトロール 」の利用について
情報提供

東京都がんポータルサイト及びSNS
による注意喚起のインプレッション
数

※新がんポータルサイトにて制作済
（来年度の協議会において令和７年
度実績を掲示）

東京都調べ 323201
がんに対する正しい認識
の浸透

がんの新しい治療法に関する情報の
中には、十分な科学的根拠がなく、
注意を要するものがあると思う人の
割合

―
（基準値なし）

増やす
都民意識調査
（新規項目）

様々な背景を有する人への情報提供
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

-
主要な啓発資材について、多言語対
応やコミュニケーションに障がいを
有する都民への配慮を図る

指標設定なし
（必要に応じて翻訳を行う）

― − -
様々な背景を有する人へ
の適切な配慮

指標設定なし ― ― ー

324101

各がん相談支援センターの多言語対
応状況やコミュニケーションに障が
いを有する都民への対応状況を確認
し、東京都がんポータルサイトで発
信するとともに、各がん相談支援セ
ンターにも他の相談支援センターの
対応状況について情報提供

がん相談支援センターを案内する東
京都がんポータルサイトのページの
閲覧数

5,551回
（令和6年度）

東京都がんポータ
ルサイト

再掲

東京都がんポータルサイトの認知度
向上のため、都が作成する患者向け
資材へのQR コード掲載、SNS 等を
利用した広告等に取り組む。
また、拠点病院等（成人・小児）や
患者団体等、国、区市町村との相互
リンクや医療従事者への情報提供に
よるサイトの周知に努める
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社会的な問題への対応

「東京都がん対策推進計画（第三次改定）ロジックモデル」：社会的な問題への対応

治療と仕事の両立支援（患者・家族に対する支援）
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース # 分野別アウトカム 分野別アウトカム指標 現行値 目標値 データソース # 最終アウトカム 最終アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

331101

「がんと診断されても直ちに仕事を
辞める必要はない」「がん相談支援
センターで相談をできる」という
メッセージを、様々な手段を用いて
効果的に発信

都による発信に対するインプレッ
ション数

YouTube広告による
動画表示数：713,738回
動画完全視聴数：70,440回
クリック数（がんポータルサイト遷
移）：1,111回
（広告期間R7.1.10〜2.9）
LINEプッシュ配信：114,307人

東京都調べ 331201 診断直後の退職の防止
退職したがん患者のうち、がん治療
の開始前までに退職した者の割合

57.4%
（平成30年
度）

減らす

国立がん研究セン
ター
患者体験調査
（都道府県別集
計）

300003
患者・家族及びがん経験
者による治療と仕事の両
立

がん罹患後も仕事を継続している患
者の割合

65.4%
（令和４年度）

増やす
東京都
がん患者調査

000002
全てのがん患者及びその
家族の苦痛の軽減並びに
療養生活の質の維持向上

日常生活をがんにかかる
前と同じように過ごすこ
とができていると回答し
た患者（手術や薬の副作
用などはあるが、以前と
同じように生活できてい
ると回答した人を含
む。）の割合

成人 66.8%
（令和４年度）

小児 ―
（基準値なし）

増やす

東京都
がん患者調査

東京都
小児がん患者調査

331102

医療機関において、診断時、がん相
談支援センターや治療と仕事の両立
に関して医療者から適切な案内が行
われる体制づくりを推進

外来初診時から治療開始までの間
に、医療者（医師・看護師・事務職
等）から患者・家族にがん相談支援
センターの案内を行っている拠点病
院等（成人・小児）の数

【国拠点29病院】
27病院
【都拠点9病院】
8病院
【都協力20病院】
9病院
（令和６年９月１日時点）

現況報告 -
がん患者・がん経験者に
よる就職活動の円滑化

指標設定なし ― ― ー

331103
がん患者・がん経験者の就職活動を
支援する既存の研修資料等の資材を
効果的に周知

がん患者・がん経験者の就職活動を
支援する資材等を紹介する東京都が
んポータルサイトのページ（今後制
作）の閲覧数

※新がんポータルサイトにて制作済
（来年度の協議会において令和７年
度実績を掲示）

東京都がんポータ
ルサイト

-
患者のニーズに応えた適
切な支援の実現

指標設定なし ― ― ー

-
患者・家族と職場のコミュニケー
ションを促進・支援するための資材
の作成

指標設定なし（着実に作成） ― ー 331202 経済的な課題の改善
がんに罹患した後の収入の状況につ
いて「減った」と回答した患者の割
合

49.4%
（平成30年
度）

減らす
東京都
がん患者調査

331104
がん相談支援センターにおける経済
的な課題の相談等への対応、都によ
る利用可能な社会保障制度等の周知

がん相談支援センターにおける経済
的な課題の相談件数

【国拠点29病院】
12,290件
【都拠点9病院】
915件
【都協力20病院】
693件
（令和５年）

現況報告

治療と仕事の両立支援（職場における支援の推進）
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

331105 企業向け普及啓発の継続 企業向けセミナーの参加者数 令和6年度参加者数：334人 東京都調べ 331203
病気の治療と仕事の両立に関する取
組の実施状況について、「実施して
いる」と回答した企業の割合

62.0%
（令和４年度）

増やす
東京都がん
医療施設等調査

331106
病気の家族を持つ従業員のための介
護休暇制度等の導入促進

企業向けセミナーの参加者数
令和6年度参加者数：334人
※R6は介護休暇制度については説明
なし

東京都調べ 再掲 331204

（職場において）「がんに罹患して
も就労を続けることができると思え
るような方針が示されていたり、具
体的な取組がなされていた（い
る）」と回答した患者の割合

52.3%
（令和４年度）

増やす
東京都
がん患者調査

331107
治療と仕事の両立をしやすい職場環
境づくりに取り組む企業の支援の継
続及び支援制度の周知

難病・がん患者就業支援奨励金助成
件数

支給決定数105件
（うち、がん73件）
（令和６年度）

東京都調べ 331205

がんになっても治療しながら働くこ
とが可能であるかという質問に、
「そう思う」「多少思う」と回答し
た都民の割合

76.3%
（令和４年度）

増やす
東京都
がん患者調査

331108 企業向け研修用教材の活用推進 企業向け映像教材の再生回数 4,353回（令和7年7月3日時点） 東京都調べ 331206
職場と医療機関で連携し
た両立支援の実現

病気を抱えた従業員の復職や就労継
続にあたり、過去半年の間に、診断
書や主治医意見書の入手等を行った
企業の割合

31.0%
（令和４年度）

増やす
東京都がん
医療施設等調査

331109

現にがん患者を抱える職場で、上司
や同僚等の職場の関係者を支援する
ため、関係者にとって必要な情報を
まとめた資材を作成

指標設定なし（着実に作成） ― ー

331110
医療機関との情報連携の必要性に係
る職場向けの普及啓発を継続

令和6年度参加者数：334人 再掲

331111

産業医と連携することの必要性につ
いて普及啓発を行うとともに、がん
患者の就労支援に関して、東京都医
師会と連携して産業医等への理解を
促進

令和6年度参加者数：334人
※医師会と連携した理解促進はR9以
降実施予定

再掲

331112

職場に対して、がん相談支援セン
ターや東京産業保健総合支援セン
ターによる治療と仕事の両立支援
サービス等を周知

令和6年度参加者数：334人 再掲

治療と仕事を両立しやす
い職場環境の実現

企業向けセミナーの参加者数 東京都調べ
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社会的な問題への対応

「東京都がん対策推進計画（第三次改定）ロジックモデル」：社会的な問題への対応
治療と仕事の両立支援（医療機関における支援の推進）
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

-

治療と仕事の両立支援の必要性及び
意義について、医療機関側において
理解浸透を図るため、医療従事者の
意識向上を図るために必要な方策を
東京都がん診療連携協議会と連携し
て検討

指標設定なし（着実に検討） ― ー 331207
就労に係る意向の考慮の
普及

治療計画の策定にあたり、就労の継
続に係る意向の確認を受けた患者の
割合

26.5%
（令和４年度）

増やす
東京都
がん患者調査

-

医療機関からのがん患者・がん経験
者に対する適切な情報提供の推進に
向け、医療従事者の意識向上を図る
ために必要な方策を東京都がん診療
連携協議会と連携して検討

指標設定なし（着実に検討） ― ー 331208
新規就労・再就職のため
に必要な情報提供の実現

自身の病状や見通し、治療スケ
ジュール等について、十分に理解で
きていると思うと回答した患者（主
に30 歳代以上）の割合

41.7%
（令和３年度）

増やす
東京都
がん患者調査

331113

がん相談支援センターによる公共職
業安定所や社会保険労務士等の専門
人材と連携した就労相談の実施

専門人材を活用している医療機関と
そうでない医療機関の間での連携促
進

就労の専門家による相談会の開催回
数

【国拠点29病院】
228回
【都拠点9病院】
21回
【都協力20病院】
16回
（令和５年）

がん診療連携
拠点病院
現況報告書

331209
がん相談支援センターに
おける両立支援の推進

国拠点病院のがん相談支援センター
における就労に関する相談件数

3,837件
（令和４年）

増やす
がん診療連携
拠点病院
現況報告書

331114

【拠点病院等（成人・小児）及び
都】
がん相談支援センターによる両立支
援の取組の広報、就労相談が必要な
患者・家族をがん相談支援センター
につなげるための院内体制構築に関
する好事例の共有

がん相談支援センターを案内する東
京都がんポータルサイトのページの
閲覧数

5,551回
（令和6年度）

東京都がんポータ
ルサイト

331115

企業向け相談窓口としての両立支援
コーディネーターの存在を周知

両立支援コーディネーター同士での
事例検討会の開催を通じて支援の質
を均てん化

両立支援コーディネーターによる事
例検討会の開催回数・参加人数

令和6年度は都による実施なし
※相談・情報部会での両立支援コー
ディネーターの取扱いもなし。

東京都調べ

就労以外の社会的な問題への対応（アピアランスケアの推進）
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース # 分野別アウトカム 分野別アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

332101

アピアランスケアに係る用具の購入
支援を行う区市町村への補助を引き
続き実施するとともに、助成を必要
とする都民へ情報が届くよう情報提
供

がん患者アピアランスケア支援事業
の事業実績（区市町村数・助成件
数）

令和6年度保健医療区市町村包括補助
事業による実施自治体数
区部：23自治体
市町村部：19自治体
計42自治体
助成件数：7,173件

東京都調べ 332201
外見の変化に伴う苦痛の
軽減

アピアランスケアについて「受けた
いと思っているが、受けたことはな
い」と回答した患者の割合

34.5%
（令和４年度）

減らす
東京都
がん患者調査

300004
患者やがん経験者のQOL
の向上

精神心理的苦痛を抱えるがん患者の
割合

36.8%
（平成30年
度）

減らす

国立がん研究セン
ター
患者体験調査
（都道府県別集
計）

332102

拠点病院等（成人・小児）で実施さ
れているアピアランスケアに係る講
習会等の実施情報を東京都がんポー
タルサイトにおいて周知

東京都がんポータルサイトにおける
アピアランスケアに関するイベント
情報の掲載回数

4回
（令和６年度）

東京都がんポータ
ルサイト

332103
各病院のがん相談支援センターにお
いて、引き続き、アピアランスに関
する相談支援・情報提供を実施

がん相談支援センターにおけるアピ
アランスケアに関する相談件数

【国拠点29病院】
2,928件
【都拠点9病院】
110件
【都協力20病院】
85件
【都小児13病院】
388件
（令和５年）

がん診療連携
拠点病院
現況報告書

-
国が開始したアピアランスケアモデ
ル事業の結果等を注視し、必要に応
じて対応を検討

指標設定なし
（必要に応じて対応）

― ー
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社会的な問題への対応

「東京都がん対策推進計画（第三次改定）ロジックモデル」：社会的な問題への対応

就労以外の社会的な問題への対応（生殖機能温存に関する取組の推進）
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

332104
若年がん患者等生殖機能温存治療費
助成事業における助成件数

480件（令和６年度） 東京都調べ 332202
患者・家族による納得で
きる生殖機能温存に係る
意思決定の実現

生殖機能の温存療法について説明を
受けた患者の割合

72.4%
（令和４年度）

増やす
東京都
がん患者調査

332105
がん相談支援センターにおける「妊
孕性・生殖機能」に関する相談件数

【国拠点29病院】
568件
【都拠点9病院】
19件
【都協力20病院】
7件
【都小児13病院】
330件
（令和５年）

がん診療連携
拠点病院
現況報告書

332106
東京都がん・生殖医療連携ネット
ワークにおいて、都民に対する普及
啓発として市民公開講座を開催

生殖機能温存療法に係る市民公開講
座の開催回数・参加人数

1回・44名（令和６年度） 東京都調べ

就労以外の社会的な問題への対応（がん患者の自殺防止）
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

332107
がん相談支援センターで、引き続
き、相談支援・情報提供を推進

がん相談支援センターにおける「生
きがい・価値観」「不安・精神的苦
痛」に関する相談件数

【国拠点29病院】
20,459件
【都拠点9病院】
2,044件
【都協力20病院】
2,277件
（令和５年）

がん診療連携
拠点病院
現況報告書

- がん患者の自殺の減少 指標設定なし ― ― ー

332108
各病院において、院内外の関係者で
連携してがん患者の自殺リスクに対
応するための体制を確保

自殺リスクに関する研修を実施して
いる拠点病院等の割合

【国拠点29病院】
18病院
【都拠点9病院】
5病院
【都協力20病院】
6病院
（令和６年９月１日時点）

がん診療連携
拠点病院
現況報告書

-
がん患者の診断後の自殺対策に係る
国の動向を注視し、必要に応じて対
応を検討

指標設定なし
（必要に応じて対応）

― ー

治療費助成を実施するほか、東京都
がん・生殖医療連携ネットワークに
より相談支援や情報提供体制の充実
を図る
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小児・AYA世代（在宅療養支援）
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース # 分野別アウトカム 分野別アウトカム指標 現行値 目標値 データソース # 最終アウトカム 最終アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

341101
小児・AYA 世代のがん患者の在宅療
養を支援する区市町村への補助を実
施

若年がん患者在宅療養支援事業の事
業実績（区市町村数・助成件数）

令和6年度保健医療区市町村包括補助
事業による実施自治体数
区部：6自治体
市町村部：1自治体
計7自治体
助成人数：27名

東京都調べ 341201
若年がん患者の経済的負
担の軽減

在宅療養中において改善が必要なも
のとして、「自身が介護を受けられ
る環境」「在宅療養に必要な設備」
と回答したAYA 世代の患者の割合

48.2%
（複数選択）
（令和４年
度）

減らす
東京都
がん患者調査

300005
小児がん患者及びその家
族のQOL（生活の質）
の維持向上

日常生活をがんにかかる前と同じよ
うに過ごすことができていると回答
した患者（手術や薬の副作用などは
あるが、以前と同じように生活でき
ていると回答した人を含む。）の割
合

成人 66.8%
（令和４年
度）

小児 ―
（基準値な
し）

増やす
東京都
小児がん患者調査

000002
全てのがん患者及びその
家族の苦痛の軽減並びに
療養生活の質の維持向上

日常生活をがんにかかる
前と同じように過ごすこ
とができていると回答し
た患者（手術や薬の副作
用などはあるが、以前と
同じように生活できてい
ると回答した人を含
む。）の割合

成人 66.8%
（令和４年
度）

小児 ―
（基準値な
し）

増やす

東京都
がん患者調査

東京都
小児がん患者調査

300006
若年がん患者及びその家
族のQOL（生活の質）
の維持向上

現在自分らしい日常生活を送れてい
ると感じるがん患者の割合

―
（基準値な
し）

増やす

国立がん研究セン
ター
患者体験調査
（都道府県別集
計）

小児・AYA世代（教育機会の保障）
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

341102

引き続き、病弱教育支援員を児童・
生徒の入院する病院へ派遣

タブレット端末や分身ロボット等の
デジタル機器を活用することによ
り、児童・生徒の学習を支援

病弱教育支援員の派遣回数
病院内分教室に病弱教育支援員19名
を配置している。

東京都調べ 341202 入院期間中の学習の継続

復学後に困ったこととして、「勉強
不足により授業についていけない
（いけなかった）」と回答した保護
者の割合

36.8%
（令和４年
度）

減らす
東京都
小児がん患者調査

-
拠点病院等（成人・小児）における
Wi-Fi 環境の充実について検討

指標設定なし（着実に検討） ― ー

341103

入院中の学習継続方法や受けること
のできる支援について、東京都がん
ポータルサイトや、がん相談支援セ
ンターで案内

入院中の学習継続方法や受けること
のできる支援を紹介する東京都がん
ポータルサイトのページ（今後制
作）の閲覧数

※新がんポータルサイトにて制作予
定
（来年度の協議会において令和７年
度実績を掲示）

東京都がんポータ
ルサイト

小児・AYA世代（きょうだいへの支援）
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

-

【都及び拠点病院等（小児）】
小児がん患者の保護者やきょうだい
をがん相談支援センターや患者団体
等の支援につなげる

指標設定なし
（着実に支援につなげる）

― ー 341203
患者のきょうだいへの影
響の軽減

兄弟（姉妹）から、生活する上や心
理面での不安を「あまり感じなかっ
た」「全く感じなかった」と回答し
た保護者の割合

20.6%
（令和４年
度）

増やす
東京都
小児がん患者調査

小児・AYA世代（子育て中の患者・家族への支援）
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

341104
子供を一時的に預けるための様々な
制度に係る情報を東京都がんポータ
ルサイトで発信

子育て中の患者・家族への支援を紹
介する東京都がんポータルサイトの
ページ（今後制作）の閲覧数

※新がんポータルサイトにて制作済
（来年度の協議会において令和７年
度実績を掲示）

東京都がんポータ
ルサイト

341204
子育て中の患者・家族の
負担の軽減

AYA 世代のがん患者の身の回りや生
活面への支援・療養環境として改善
が必要なものとして、「通院時に患
者本人の子供を一時的に預けられる
環境」と回答した病院及び在宅療養
支援診療所の割合（在宅療養中の時
期）

【指定病院】
63.9%
【在宅療養支
援診療所】
36.4%
（令和４年
度）

減らす
東京都がん
医療施設等調査

341105
患者団体等が実施する同世代のがん
患者との交流等の取組に関する情報
発信を行う

患者団体等が実施する、子供を抱え
る同世代のがん患者との交流等の取
組を紹介する東京都がんポータルサ
イトのページ（今後制作）の閲覧数

※新がんポータルサイトにて制作予
定
（来年度の協議会において令和７年
度実績を掲示）

東京都がんポータ
ルサイト

-
都内の拠点病院等（成人）における
サポート体制の有無等の実態を把握
し、必要に応じて対応を検討

指標設定なし（実態把握の上、必要
に応じて対応を検討）

― ー

-
ヤングケアラー支援マニュアルを拠
点病院等（成人）へ配布し、周知

指標設定なし（着実に周知） ― ー

28



ライフステージに応じた患者・家族支援

「東京都がん対策推進計画（第三次改定）ロジックモデル」：ライフステージに応じた患者・家族支援

小児・AYA世代（治療と仕事の両立支援）
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

331101

「がんと診断されても直ちに仕事を
辞める必要はない」「がん相談支援
センターで相談をできる」という
メッセージを、様々な手段を用いて
効果的に発信

都による発信に対するインプレッ
ション数

YouTube広告による
動画表示数：713,738回
動画完全視聴数：70,440回
クリック数（がんポータルサイト遷
移）：1,111回
（広告期間R7.1.10〜2.9）
LINEプッシュ配信：114,307人

東京都調べ 再掲 331201 診断直後の退職防止
退職したがん患者のうち、がん治療
の開始前までに退職した者の割合

57.4%
（平成30年
度）

減らす

国立がん研究セン
ター
患者体験調査
（都道府県別集
計）

再掲

331102

医療機関において、診断時、がん相
談支援センターや治療と仕事の両立
に関して医療者から適切な案内が行
われる体制づくりを推進

外来初診時から治療開始までの間
に、医療者（医師・看護師・事務職
等）から患者・家族にがん相談支援
センターの案内を行っている拠点病
院等（成人・小児）の数

【国拠点29病院】
27病院
【都拠点9病院】
8病院
【都協力20病院】
9病院
（令和６年９月１日時点）

現況報告 再掲 -
がん患者・がん経験者に
よる就職活動の円滑化

指標設定なし ― ― ー

331103
がん患者・がん経験者の就職活動を
支援する資材等を効果的に周知

がん患者・がん経験者の就職活動を
支援する資材等を紹介する東京都が
んポータルサイトのページ（今後制
作）の閲覧数

※新がんポータルサイトにて制作済
（来年度の協議会において令和７年
度実績を掲示）

東京都がんポータ
ルサイト

再掲 -
患者のニーズに応えた適
切な支援の実現

指標設定なし ― ― ー

341106

小児慢性特定疾病児童等自立支援事
業等を東京都がんポータルサイトに
より周知するとともに、がん相談支
援センターでもそれぞれの患者の状
況に応じて支援メニューにつなぐ

小児慢性特定疾病児童等自立支援事
業等を紹介する東京都がんポータル
サイトのページ（今後制作）の閲覧
数

※新がんポータルサイトにて制作済
（来年度の協議会において令和７年
度実績を掲示）

東京都がんポータ
ルサイト

-
患者・家族と職場のコミュニケー
ションを促進・支援するための資材
の作成

指標設定なし（着実に作成） ― ー 再掲

壮年期（治療と仕事の両立支援）
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース # 分野別アウトカム 分野別アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

331101

「がんと診断されても直ちに仕事を
辞める必要はない」「がん相談支援
センターで相談をできる」という
メッセージを、様々な手段を用いて
効果的に発信

都による発信に対するインプレッ
ション数

YouTube広告による
動画表示数：713,738回
動画完全視聴数：70,440回
クリック数（がんポータルサイト遷
移）：1,111回
（広告期間R7.1.10〜2.9）
LINEプッシュ配信：114,307人

東京都調べ 再掲 331201 診断直後の退職防止
退職したがん患者のうち、がん治療
の開始前までに退職した者の割合

57.4%
（平成30年
度）

減らす

国立がん研究セン
ター
患者体験調査
（都道府県別集
計）

再掲 300007
壮年期及び高齢のがん患
者及びその家族のQOL
（生活の質）の維持向上

日常生活をがんにかかる前と同じよ
うに過ごすことができていると回答
した患者（手術や薬の副作用などは
あるが、以前と同じように生活でき
ていると回答した人を含む。）の割
合

成人 66.8%
（令和４年
度）

小児 ―
（基準値な
し）

増やす
東京都
がん患者調査

331102

医療機関において、診断時、がん相
談支援センターや治療と仕事の両立
に関して医療者から適切な案内が行
われる体制づくりを推進

外来初診時から治療開始までの間
に、医療者（医師・看護師・事務職
等）から患者・家族にがん相談支援
センターの案内を行っている拠点病
院等（成人・小児）の数

【国拠点29病院】
27病院
【都拠点9病院】
8病院
【都協力20病院】
9病院
（令和６年９月１日時点）

現況報告 再掲 -
がん患者・がん経験者に
よる就職活動の円滑化

指標設定なし ― ― ー

331103
がん患者・がん経験者の就職活動を
支援する既存の研修資料等の資材を
効果的に周知

がん患者・がん経験者の就職活動を
支援する資材等を紹介する東京都が
んポータルサイトのページ（今後制
作）の閲覧数

※新がんポータルサイトにて制作済
（来年度の協議会において令和７年
度実績を掲示）

東京都がんポータ
ルサイト

再掲 -
患者のニーズに応えた適
切な支援の実現

指標設定なし ― ― ー

-
患者・家族と職場のコミュニケー
ションを促進・支援するための資材
の作成

指標設定なし（着実に作成） ― ー 再掲

壮年期（子育て中の患者・家族への支援）
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

341104
子供を一時的に預けるための様々な
制度に係る情報を東京都がんポータ
ルサイトで発信

子育て中の患者・家族への支援を紹
介する東京都がんポータルサイトの
ページ（今後制作）の閲覧数

※新がんポータルサイトにて制作済
（来年度の協議会において令和７年
度実績を掲示）

東京都がんポータ
ルサイト

再掲 -
子育て中の患者・家族の
負担の軽減

指標設定なし
（小児・AYA世代に係る「子育て中
の患者・家族への支援」の中間アウ
トカム指標を以て代用）

― ― ー

341105
患者団体等が実施する同世代のがん
患者との交流等の取組に関する情報
発信

患者団体等が実施する、子供を抱え
る同世代のがん患者との交流等の取
組を紹介する東京都がんポータルサ
イトのページ（今後制作）の閲覧数

※新がんポータルサイトにて制作予
定
（来年度の協議会において令和７年
度実績を掲示）

東京都がんポータ
ルサイト

再掲

-
都内の拠点病院等（成人）における
サポート体制の有無等の実態を把握
し、必要に応じて対応を検討

指標設定なし（実態把握の上、必要
に応じて対応を検討）

― ー 再掲

-
ヤングケアラー支援マニュアルを拠
点病院等（成人）へ配布し、周知

指標設定なし（着実に周知） ― ー 再掲
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壮年期（介護中の患者・家族への支援）
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

342101

【拠点病院等（成人）及び都】
がん相談支援センターの取組を広報
するとともに、家族の介護等の社会
的課題を抱える患者をがん相談支援
センターにつなげるための院内体制
構築について拠点病院等（成人）の
間で好事例を共有

がん相談支援センターにおける「介
護・看護・養育」に関する相談件数

【国拠点29病院】
9,288件
【都拠点9病院】
1,516件
【都協力20病院】
1,039件
（令和５年）

がん診療連携
拠点病院
現況報告書

-
介護中の患者・家族の負
担の軽減

指標設定なし ― ― ー

342102

40 歳以上のがん患者を対象とした介
護保険サービス等、利用可能な支援
策について、東京都がんポータルサ
イト等により分かりやすく周知

介護中の患者・家族が利用可能な支
援策を紹介する東京都がんポータル
サイトのページ（今後制作）の閲覧
数

※新がんポータルサイトにて制作済
（来年度の協議会において令和７年
度実績を掲示）

東京都がんポータ
ルサイト

高齢者
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

-

【国拠点病院等】
引き続き、地域の病院や在宅療養支
援診療所、訪問看護ステーション及
び介護事業所等との情報共有や連携
を推進

指標設定なし
（引き続き実施）

― ー 再掲 241201
医療・介護関係者の連携
に基づくがん医療提供

がんの診断・治療全体の総合的評価
（平均点）

8.3
（平成30年
度）

増やす

国立がん研究セン
ター
患者体験調査
（都道府県別集
計）

再掲

241101

東京都がんポータルサイトにおい
て、がんの在宅医療に対応可能な医
療機関の情報等の掲載を推進するこ
とで、国拠点病院等と地域の医療・
介護関係者による連携推進を後押し

がんの在宅医療に対応可能な医療機
関の情報等を掲載する東京都がん
ポータルサイトのページの閲覧回数

417回
（令和6年度）

東京都がんポータ
ルサイト

再掲 241202
高齢がん患者に対する意
思決定支援の普及

患者と医師間で最期の療養場所に関
する話し合いがあったと回答した人
の割合

36.4%
（令和元年
度、２年度）

増やす

国立がん研究セン
ター
遺族調査
（都道府県別集
計）

再掲

-

高齢がん患者やその家族の意思決定
支援の推進のため、国が作成してい
る「高齢者のがん診療における意思
決定の手引き」等の資材について、
改めて周知

指標設定なし
（確実に周知）

― ー 再掲 -
介護中の患者・家族の負
担の軽減

指標設定なし ― ― ー

241102
引き続き、地域の医療・介護関係者
や病院スタッフ向けのACPに関する
研修等を開催

ACPに関する研修の開催回数・参加
人数

開催回数２回、合計595名（内訳：
リアルタイムオンライン講義１回・
555名、グループワーク１回・40
名）
（令和６年度）

東京都調べ 再掲

312101

【拠点病院等（成人）及び都】
がん相談支援センターの取組を広報
するとともに、家族の介護等の社会
的課題を抱える患者をがん相談支援
センターにつなげるための院内体制
構築について拠点病院等（成人）の
間で好事例を共有

がん相談支援センターにおける「介
護・看護・養育」に関する相談件数

【国拠点29病院】
9,288件
【都拠点9病院】
1,516件
【都協力20病院】
1,039件
（令和５年）

がん診療連携
拠点病院
現況報告書

再掲

342102
介護保険サービス等の利用可能な支
援策について、東京都がんポータル
サイト等により分かりやすく周知

介護中の患者・家族が利用可能な支
援策を紹介する東京都がんポータル
サイトのページ（今後制作）の閲覧
数

※新がんポータルサイトにて制作済
（来年度の協議会において令和７年
度実績を掲示）

東京都がんポータ
ルサイト

再掲
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がん登録・がん研究

「東京都がん対策推進計画（第三次改定）ロジックモデル」：がん登録・がん研究の推進 「東京都がん対策推進計画（第三次改定）ロジックモデル」：がん研究の推進

全国がん登録 がん研究
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース # 個別施策 アウトプット指標 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

411101
病院及び指定診療所による適正かつ
確実な届出を促し、全国がん登録の
質の向上を推進

病院及び指定診療所に対する研修等
の実施状況（研修等の実施回数 等）

東京都がん診療連携協議会がん登録
部会実務者連絡会における説明 １
回（令和6年度）

東京都調べ 411201
全国がん登録の利活用の
推進

全国がん登録の利用件数
47件
（令和３年
度）

増やす 東京都調べ 421101
研究成果等の公表件数
（東京都医学総合研究所）

東京都調べ -
がん予防・がん医療に係
る技術開発の進展

指標なし（着実に進展） ― ― ー

411102
医療機関等に対する全国がん登録の
理解促進に向けた啓発を実施

理解促進に向けた啓発の実施状況
（ホームページの閲覧数 等）

とうきょう健康ステーションの閲覧
数 1,512回（令和6年度）

東京都調べ 421102
研究成果等のプレス発表件数
（東京都健康長寿医療センター）

東京都調べ

411103
がん登録データの活用によるがん対
策の推進に向け、区市町村の取組を
支援

がん登録データの活用に関する支援
を行った区市町村数

区市町村がん検診事業担当者連絡会
による情報提供 62自治体（令和6
年度）

東京都調べ

院内がん登録
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

412101

【院内がん登録室及び東京都がん診
療連携協議会】
院内がん登録実務者に対する研修会
等を開催し、がん登録実務者の能力
向上と好事例の共有を継続

院内がん登録に関する研修会等の開
催回数・参加人数

研修会3回、勉強会1回開催
参加人数計276人
（令和6年度）

東京都調べ -
院内がん登録の利活用の
推進

指標設定なし ― ― ー

-

【東京都がん診療連携協議会】
各施設による全国と比較した自施設
のがん診療状況の把握や、がん患者
による医療機関の選択を支援するた
め、院内がん登録データの公表に取
り組む

指標設定なし（着実に推進） ― ー

-

東京都がん診療連携協議会と連携
し、院内がん登録データ等を用いて
都全体のがん医療の質を向上させる
ための取組計画を検討

指標設定なし（着実に検討） ― ー

【東京都医学総合研究所及び東京都
健康長寿医療センター】
引き続き、がんに関する基礎的な研
究や、早期診断、有効な治療薬・治
療法に向けた研究を、都立病院や民
間企業、他の研究機関等と連携しな
がら推進
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理解促進・患者市民参画

「東京都がん対策推進計画（第三次改定）ロジックモデル」：がんに関する正しい理解の促進 「東京都がん対策推進計画（第三次改定）ロジックモデル」：患者・市民参画

学校におけるがん教育の推進 患者・市民参画の推進
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース # 個別施策 アウトプット指標 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

431101
全公立学校の児童・生徒を対象に効
果的ながん教育を実施

学習指導要領を踏まえたがん教育の
実施状況（リーフレットの配布数
等）

がん教育リーフレット及び活用の手
引（教師用）をポータルサイトに
データで掲載し、都内全公立学校に
対して周知

東京都調べ 431201
学校におけるがん教育の
推進

学校におけるがん教育での外部講師
活用の割合

15.0%
（令和３年
度）

増やす

文部科学省
がん教育の
実施状況調査
（都道府県別集
計）

-
引き続き、各種会議や個別施策の検
討の場において、多様ながん患者・
家族や市民の参画の機会を確保

指標なし（引き続き確保） ー -
患者・家族、都民の協力
に基づくがん対策の推進

指標なし（着実に推進） ― ― ー

431102
児童・生徒ががん患者や経験者に適
切に接することができるよう、正し
い理解を促進

学習指導要領を踏まえたがん教育の
実施状況（リーフレットの配布数
等）

がん教育リーフレット及び活用の手
引（教師用）をポータルサイトに
データで掲載し、都内全公立学校に
対して周知

東京都調べ 再掲

431103
外部講師を活用した効果的ながん教
育を推進

学校におけるがん教育での外部講師
活用の割合

都立学校106校
区市町村立学校37校
（令和６年度がん教育外部講師派遣
調整事業で実施した数）

東京都調べ

431104
公立学校の教員のがんのがん教育に
関する指導力の向上を推進し、がん
に罹患した子供への対応力を強化

公立学校の教員の指導力向上・対応
力強化に向けた取組み状況（講演会
の実施回数、参加人数 等）

令和６年12月４日に講演会を実施
（講師：聖心女子大学現代教養学部
教育学科 植田教授）154名の教員が
参加

東京都調べ

-
私立学校に対しては、がん教育が適
切に実施されるよう、国の依頼に基
づき情報提供

指標設定無し（着実な情報提供に努
めること）

ー

あらゆる世代に対する理解促進及び啓発の推進
# 個別施策 アウトプット指標 取組状況・実績 データソース # 中間アウトカム 中間アウトカム指標 現行値 目標値 データソース

-
区市町村が適切にがん教育に取り組
めるよう、情報共有を通じてあらゆ
る世代に対するがん教育を推進

指標設定無し（着実な情報共有に努
めること）

― ー 432201

「多くの『がん』は早期発見により
治療が可能である」の設問に「そう
思う」「多少思う」と回答した都民
の割合

95.1%
（令和４年
度）

増やす 都民意識調査

432101

都民一人ひとりががん予防や早期発
見の重要性を認識し、主体的な行動
につなげられるよう、予防・早期発
見・早期治療に取り組む機運を醸成
する効果的な普及啓発活動を展開

都民への普及啓発の実施状況（リー
フレット・インターネット等の各種
媒体の活用 等）

R7実施予定 東京都調べ 再掲 432202
緩和ケアのイメージについて「がん
と診断された時から受けられるもの
である」と回答した都民の割合

19.0%
（複数回答）
（令和４年
度）

増やす 都民意識調査

432102

がん医療の進歩等により、がん患者
の生存率は大きく向上しており、が
んに罹患しても、早期に発見され適
切な治療がなされれば、罹患前と変
わらず生活することができる場合も
多くなってきたことについて、都民
に正しい理解を促す

都民向け普及啓発動画の再生回数
*「どうして『がん』はできる」
*「『がん』の予防や早期発見のため
に重要なこと」

5,373回（令和7年7月3日時点） 東京都調べ 432203

「『がん』になっても治療しながら
働くことは可能である」の設問に
「そう思う」「多少思う」と回答し
た都民の割合

76.3%
（令和４年
度）

増やす 都民意識調査

432103

がんゲノム医療やがん・生殖医療等
の新しい分野の医療情報、口腔ケア
の重要性、小児がんに関すること等
について、東京都がんポータルサイ
ト等を通し、様々な情報を分かりや
すく提供

がんに関する理解促進のための、東
京都がんポータルサイトにおけるコ
ンテンツ数

1,777件
（令和６年度）

東京都調べ

311104
がん相談支援センターを案内する東
京都がんポータルサイトのページの
閲覧数

5,551回
（令和6年度）

東京都がんポータ
ルサイト

再掲

323101
東京都がんポータルサイト及びSNS
による注意喚起のインプレッション
数

東京都調べ 再掲

331101
都による発信に対するインプレッ
ション数

東京都調べ 再掲

-

人生の最終段階（終末期）だけでは
なく、診断時から緩和ケアが受けら
れることを知り、自分らしい生活を
続けるための支援体制があることを
理解できるよう、都民向けに、様々
な媒体により緩和ケアに関する正し
い情報を発信

指標設定なし（着実に発信） ― ー 再掲

331105
職域に対するがん検診の適切な実施
等に関する支援の実施状況（研修等
の開催回数 等）

職域がん検診精度管理向上支援講習
会 1回（令和6年度）

東京都調べ 再掲

331106
難病・がん患者就業支援奨励金助成
件数

支給決定数105件
（うち、がん73件）
（令和６年度）

東京都調べ 再掲

331107

各職場において、がん及び治療と仕
事の両立について正しい理解が従業
員全体に浸透するよう、作成した企
業向け研修用教材等の活用を推進

企業向け映像教材の再生回数 4,353回（令和7年7月3日時点） 東京都調べ 再掲

都民におけるがんに関す
る正しい理解の促進

職場での、従業員やその家族に向け
た健康教育や、がん治療と仕事の両
立に向けた機運の醸成に取り組む企
業等を支援

がん相談支援センターの存在、科学
的根拠に基づかない情報に対する注
意の必要性、必ずしも仕事を直ちに
諦める必要はないことといった都民
への啓発が必要な事項などについ
て、様々な媒体を活用し、積極的に
発信

YouTube広告による
動画表示数：713,738回
動画完全視聴数：70,440回
クリック数（がんポータルサイト遷
移）：1,111回
（広告期間R7.1.10〜2.9）
LINEプッシュ配信：114,307人

※科学的根拠に基づかない情報に対
する注意の必要性については説明し
ていない
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